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Ⅰ 調査の概要 

１ 調査の目的 

平成 21年度の裾野市民の市政に対する認識や要望、市民生活に関する意識を調査し、

諸施策推進のための基礎資料を得ることを目的としています。 

 

２ 調査対象 

本調査は、20 歳以上 75 歳未満の市民から無作為に抽出した 3,000 人を対象に実施し

ました。 

 

３ 調査期間 

平成 21 年 10 月 1 日に発送し、平成 21 年 10 月 13 日を投函締切としました。 

 

４ 調査方法 

郵送配布、郵送回収 

 

５ 回収状況 

配付数 有効回収数 有効回収率 

3,000 票 1,292 票 43.1％ 

 

６ 調査結果の表示方法 

・集計結果の％表示は、小数点以下第２位を四捨五入してありますので、内訳の合

計がちょうど 100.0％にならない場合があります。 

・複数回答が可能な設問の場合、すべての比率の合計がちょうど 100.0％にならな

い場合があります。 

・クロス集計の場合、無回答を排除しているため、クロス集計の有効回答数の合計

と単純集計（全体）の有効回答数が合致しないことがあります。なお、クロス集

計とは、複数項目の組み合わせで分類した集計のことで、複数の質問項目を交差

して並べ、表やグラフを作成することにより、その相互の関係を明らかにするた

めの集計方法です。 

・調査結果を図表にて表示していますが、グラフ以外の表は、最も高い割合のもの

を  で網かけをしています。（無回答を除く） 
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Ⅱ 調査結果のまとめ 

１ 現在の住居について 

今の住まいに居住し始めた時期は、「平成 17 年（2005 年）以降」が 2 割以上を占め

ています。 

今後の居住意向は、「現在の場所に住み続けたい」が約 6割となっており、年代が上

がるにつれ「現在の場所に住み続けたい」の割合が高くなっています。また、居住年

数が長いほど「現在の場所に住み続けたい」の割合が高くなっています。 

 

２ 現在の裾野市の取り組みについて 

◇ポートフォリオによる現状評価と重要度の評価 

健康・福祉・教育分野、自然・環境・都市基盤・安全分野がタイプⅠ、タイプⅡに、

地域産業分野の取り組みがタイプⅢに分布しています。 

 
◇みんなの健康 互いの福祉 人づくりと文化を世界に誇る（健康・福祉・教育分野） 

5 割以上が『心身ともに健康で充実した生活を送る』、『必要な時に適切な医療が受け

られる』ことに満足しています。 

『必要な時に適切な医療が受けられる』ことについて、「とても重要」の割合が 7割

以上を占めています。 

『高齢者が自立して元気に生き生き暮らす』、『安心して子育てと就労が両立できる』、

『人間性豊かな子どもを育てる教育』で現状の満足度と今後の重要度の差が大きくな

っています。 

ポートフォリオによる現状評価と重要度の評価は、主に満足度は低いが、重要度が

高いタイプⅠ、満足度が低く、重要度も低いタイプⅢに分布しています。 

 
◇人と自然が調和した環境快適都市（自然・環境・都市基盤・安全分野） 

5 割以上が『身近な緑の環境』に満足しています。 

『地震災害対策』、『消防・救急体制』、『犯罪からまちを守る』ことについて、「とて

も重要」の割合が 5割以上を占めています。 

『ごみ不法投棄や公害への対策』、『地震災害対策』、『犯罪からまちを守る』で現状

の満足度と今後の重要度の差が大きくなっています。 

ポートフォリオによる現状評価と重要度の評価は、主に満足度は低いが、重要度が

高いタイプⅠ、満足度が低く、重要度も低いタイプⅢに分布しています。 
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◇新世紀を支える地域産業のパワーアップ（地域産業分野） 

約 2 割が『先進企業を核とした地場産業の活性化』に満足していますが、約 5 割が

『にぎわいのある商業地づくり』に不満を感じています。 

7 割以上が『新たな観光地づくり』、『裾野市の全国に向けたアピール』について、重

要だと感じています。 

『農林業の活性化』、『先進企業を核とした地場産業の活性化』で現状の満足度と今

後の重要度の差が大きくなっています。 

ポートフォリオによる現状評価と重要度の評価は、主に満足度は高く、重要度も高

いタイプⅡ、満足度が低く、重要度も低いタイプⅢ、満足度は高いが、重要度が低い

タイプⅣに分布しています。 

 
◇頑張る市民・支える市役所（市民主体・行財政分野） 

約 2割が『市民のための行政サービス』、『健全な財政運営』に満足しています。 

9 割以上が『健全な財政運営』について、重要だと感じています。また、『男女共同

参画社会』、『市民のための行政サービス』について、「とても重要」の割合が 5割以上

を占めています。 

『健全な財政運営』で現状の満足度と今後の重要度の差が大きくなっています。 

ポートフォリオによる現状評価と重要度の評価は、主に満足度は高く、重要度も高

いタイプⅡ、満足度が低く、重要度も低いタイプⅢ、満足度は高いが、重要度が低い

タイプⅣに分布しています。 

 
◇市の政策全体に対する満足度 

市の政策全体に対し、満足している人は約 4割となっています。 

また、年代別では、35～39 歳、40～44 歳の約 5割が市の政策に満足しており、地区

別では、富岡、西、企業団地で市の政策に満足している人が約 4割となっています。 

 

３ 市からの情報の入手方法 

市の行事等のお知らせは、8 割以上が「広報紙」から入手しており、年代では 40～

54 歳、60～64 歳、居住地区では富岡、深良で約 9割を占めています。 

また、年代別では、25～29 歳の 2割以上が「ホームページ（インターネット）」から

情報を入手しているほか、年代が上がるにつれ「回覧板」、「新聞」の割合が高くなる

傾向がみられます。居住地区別では、富岡、深良で「回覧板」の割合が 6 割以上を占

めているほか、富岡で「無線放送」の割合が約 4 割、西、千福が丘、企業団地で「ホ

ームページ（インターネット）」の割合が約 1割となっています。 
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４ 裾野市の今後の行政運営について 

◇裾野市の行政運営の基本目標として特に重視すべきもの 

「誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福祉のまち（保健・医療・福祉など）」

が全体の約 5割を占め、特に女性で割合が高くなっています。 

年代別では、20～24 歳、45～54 歳で「産業がいきいきと活発なまち（産業振興・雇

用など）」、25～29 歳で「道路や河川などが整備され、人や物が活発に交流するまち（都

市基盤・生活環境整備など）」を重視されています。 

居住地区では、富岡、東、千福が丘で「市民が安心・安全に暮らせるまち（防災・

防犯・交通安全など）」の割合が 1割以上と高くなっています。 

また、市の政策に満足している人で「誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福

祉のまち（保健・医療・福祉など）」の割合が 5割以上を占めています。 

 
◇保健・医療・福祉分野で特に推進するべき施策 

全体の約 5 割が「医療費の支援・健診の充実」を特に推進すべきであると考えてい

ますが、男性では「子育て支援体制の充実」の割合も高くなっています。 

年代別では、25～39 歳の 6 割以上が「子育て支援体制の充実」、45～49 歳の 6 割以

上が「病院など地域医療施設の充実」、60～74 歳の 5割以上が「高齢者・障害者支援の

充実」を特に推進すべきであると考えています。 

居住地区では、須山、富岡で「医療費の支援・健診の充実」、企業団地で「子育て支

援体制の充実」の割合が 5 割以上を占めており、また、富岡、深良、千福が丘で「高

齢者・障害者支援の充実」の割合が 4割以上となっています。 

 
◇自然や環境の保全分野で特に推進するべき施策 

全体の 5 割以上が「ごみ収集、リサイクル対策、不法投棄対策の充実」を特に推進

すべきであると考えており、また、男性は「森林や河川などの自然環境の保全」を、

女性は「環境汚染からの安全性の確保」を推進すべきと考える人の割合が高くなって

います。 

年代別では、20～24 歳、50～54 歳の 4 割以上が「環境汚染からの安全性の確保」、

40～44 歳、50～59 歳の約 6割が「ごみ収集、リサイクル対策、不法投棄対策の充実」

を特に推進すべきであると考えています。 

居住地区では、須山で「森林や河川などの自然環境の保全」の割合が 5 割以上「ご

み収集、リサイクル対策、不法投棄対策の充実」の割合が約 6割となっています。 

また、市の政策全体に対し、どちらともいえない、やや不満を感じている人で「街

並みの景観の充実」の割合が 2割以上となっています。 
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◇産業振興・雇用分野で特に推進するべき施策 

全体の約 5 割が「雇用の場の確保など勤労者対策の充実」を特に推進すべきである

と考えており、また、男性は「優良企業の誘致や新たな産業の育成支援」を、女性は

「商店街や中心市街地の活性化」、「雇用の場の確保など勤労者対策の充実」を推進す

べきと考える人の割合が高くなっています。 

年代別では、55～59 歳の 6 割以上が「雇用の場の確保など勤労者対策の充実」、70

～74 歳の約 4 割が「優良企業の誘致や新たな産業の育成支援」を特に推進すべきであ

ると考えています。 

居住地区では、富岡、千福が丘で「優良企業の誘致や新たな産業の育成支援」の割

合が 3 割以上、東、西で「商店街や中心市街地の活性化」の割合が 4 割以上となって

います。 

また、市の政策全体に対し、どちらともいえない、やや不満である人で「商店街や

中心市街地の活性化」の割合が 4 割以上、まあ満足している、不満である人で「雇用

の場の確保など勤労者対策の充実」の割合が約 5割となっています。 

 
◇防災・防犯・交通安全分野で特に推進するべき施策 

全体の 6 割以上が「災害（地震・水害）に対する対策の充実」を特に推進すべきで

あると考えており、また、男性は「暴力や犯罪に対する防犯体制の充実」を推進すべ

きと考える人の割合が高くなっています。 

年代別では、20～29 歳の 7割以上が「災害（地震・水害）に対する対策の充実」、30

～59 歳の 4 割以上が「消防・救急体制の充実」を特に推進すべきであると考えていま

す。 

居住地区では、須山、富岡、西で「消防・救急体制の充実」の割合が 4 割以上、企

業団地で「災害（地震・水害）に対する対策の充実」の割合が約 8割となっています。 

また、市の政策全体に対し、市制に満足している人の 4 割以上が「消防・救急体制

の充実」となっています。満足してないと感じている人ほど、「暴力や犯罪に対する防

犯体制の充実」、「交通安全対策の充実」の割合が高くなる傾向があります。 

 
◇都市基盤整備・生活環境整備分野で特に推進するべき施 

全体の 4 割以上が「鉄道・バスなどの公共交通機関の充実」を特に推進すべきであ

ると考えており、また、男性では「渋滞解消など道路整備の充実」を推進すべきと考

える人の割合が高くなっています。 

年代別では、20～29 歳の 4 割以上が「渋滞解消など道路整備の充実」、20～29 歳の

約 7 割が「鉄道・バスなどの公共交通機関の充実」を特に推進すべきであると考えて

います。 

居住地区では、須山で「渋滞解消など道路整備の充実」の割合が 5 割以上、東、西

で「商店街の活性化や基盤整備など中心市街地の整備」の割合が約 4 割、企業団地で

「公営住宅や住宅用地の供給」の割合が 4割以上となっています。 

また、市の政策全体に対し、満足している人で商店街の活性化や基盤整備など中心

市街地の整備」の割合が約 4割、やや不満である人で「渋滞解消など道路整備の充実」

の割合が、不満がある人で「下水道や生活排水処理などの充実」の割合が 4 割以上と

なっています。 
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◇教育・文化・スポーツ分野で特に推進するべき施策 

全体の 4 割以上が「小中学校教育の充実」を特に推進すべきであると考えており、

また、男性は「スポーツやレクレーション活動の支援・振興」を推進すべきと考える

人の割合が高くなっています。 

年代別では、20～24 歳の 5 割以上が「図書館、スポーツ施設、レクレーション施設

などの充実」、25～39 歳の 5 割以上が「幼稚園や保育園など幼児教育の充実」、30～49

歳の 5割以上が「小中学校教育の充実」、65～74 歳の 4割以上が「青少年健全育成の充

実」 

居住地区では、富岡で「小中学校教育の充実」の割合が 5 割以上、深良、東で「青

少年健全育成の充実」の割合が約 3 割、企業団地で「幼稚園や保育園など幼児教育の

充実」の割合が約 7割となっています。 

また、市の政策全体に対し、満足している、まあ満足している、不満である人で「小

中学校教育の充実」の割合が約 5 割、どちらともいえない人で「図書館、スポーツ施

設、レクレーション施設などの充実」の割合が約 4割となっています。 

 
◇今後の裾野市のまちづくりとして参加できる市民活動 

全体の 7 割以上が「ごみの分別、減量化や買い物時のマイバック持参」に参加でき

ると回答しており、また、男性は「地域のスポーツや文化の振興のための活動」、女性

は「ごみの分別、減量化や買い物時のマイバック持参」、「地域の 1 人暮らしの高齢者

を守る見回り活動」、「地域における子育て支援活動」、「地域の子どもの安全確保のた

めの下校時パトロール活動」の割合が高くなっています。 

年代別では、35～44 歳、50～54 歳の 8割以上が「ごみの分別、減量化や買い物時の

マイバック持参」、60～74 歳の約 3割が「地域の 1人暮らしの高齢者を守る見回り活動」

に参加できると回答しています。 

また、20～39 歳で「地域における子育て支援活動」の割合が、35 歳、65～69 歳で「地

域の子どもの安全確保のための下校時パトロール活動」の割合が 2 割以上を占めてい

ます。 

居住地区では、須山、企業団地で「富士山などでの環境保全活動への参加」、富岡、

千福が丘で「地域の 1 人暮らしの高齢者を守る見回り活動」、富岡で「地域の子どもの

安全確保のための下校時パトロール活動」、東、西で「地域の防犯パトロールなどの防

犯活動」の割合が、それぞれ 2割以上となっています。 
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Ⅲ 調査結果 

１ 回答者の属性 

（１）性別 

 

N =

1292 46.5 52.5 1.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性 女性 無回答

 

 

 
 
 
 
 
 

（２）年齢 

 

N =

1292

3.6

6.4 9.7 11.8 10.8 8.0 6.9 8.8 12.3 11.1 9.4 1.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳

50～54歳 55～59歳 60～64歳 65～69歳 70～74歳 無回答 

 

 
 
 
 
 
 
 

（３）現在の同居家族 

 N = 1292

％

ひ
と
り
暮
ら
し

妻
ま
た
は
夫

子 親 祖
父
母

孫 兄
弟
姉
妹

そ
の
他

無
回
答

11.3

77.5

48.5

16.5

1.5
5.8

2.6 1.5 1.2
0

20

40

60

80

100 
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（４）共働きの状況 

N =

1001 43.4 56.2 0.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

している していない 無回答
 

 

 

 
 
 
 
 

（５）子どもの状況 

 

N =

626 24.3 19.8 15.2

4.0

25.1 11.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一番上の子が小学校入学前

一番上の子が小学校在学中

一番上の子が中学校・高校在学中

一番上の子が大学・大学院・各種学校在学中

一番上の子が学校を卒業

無回答

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（６）職業 

 

N =

1292 34.1 7.1

1.4 4.2 1.1

14.6 17.6

0.5

16.0 3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

会社員（民間） 公務員・団体職員

農林業等の自営業 商工・サービス業等の自営業

自由業（開業医、弁護士、芸術家等） パート・アルバイト

専業主婦（主夫） 学生

無職 無回答
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（７）居住地区 

N =

1292 5.6 17.6 14.5 27.6 21.4 7.0

2.5

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

須山 富岡 深良 東 西 千福が丘 企業団地 無回答 

 

 

 
 
 
 

（８）住宅の種類 

 

N =

1292 64.6

1.5 3.1

13.5 6.1

1.9 0.4

6.3

0.1 1.2

1.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

一戸建て持ち家（家族名義を含む） 分譲マンション（家族名義を含む）

一戸建て借家 賃貸マンション

木造アパート 県営・市営住宅

公団・公社の賃貸住宅 社宅・公務員住宅・社員寮

間借り・住み込み その他

無回答
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２ 現在の住居について 

問１ あなたは今のお住まいにいつ頃から住んでいらっしゃいますか。（○は１つ） 

◆「平成 17 年（2005 年）以降」が 2 割以上 
 

今の住まいに居住し始めた時期については、「平成 17 年（2005 年）以降」の割合が

26.7％と最も高く、次いで「平成 12～16 年（2000～2004 年）」の割合が 14.9％、「昭

和 60～平成 6 年（1985～1994 年）」の割合が 13.6％、「昭和 50～59 年（1975～1984 年）」

の割合が 13.1％となっています。 

 

 

N =

1292

2.9 2.0 4.1

9.1 13.1 13.6 9.2 14.9 26.7 4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

昭和20年（1945年）以前 昭和20～29年（1945～1954年）

昭和30～39年（1955～1964年） 昭和40年～49年（1965～1974年）

昭和50～59年（1975～1984年） 昭和60～平成6 年（1985～1994年）

平成7 ～11年（1995～1999年） 平成12～16年（2000～2004年）

平成17年（2005年）以降 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２ これからも、現在の場所に住み続けたいと思いますか。（○は１つ） 

◆「現在の場所に住み続けたい」が 5 割以上 

◆年代が上がるにつれ「現在の場所に住み続けたい」の割合が高い 

◆居住年数が長いほど「現在の場所に住み続けたい」の割合が高い 
 

今後も現在の場所に住み続けたいかについては、「わからない」の割合を除くと、「現

在の場所に住み続けたい」の割合が 57.2％と最も高く、次いで「市内の他の場所に移

りたい」の割合が 9.8％、「市外に移りたい」の割合が 6.8％となっています。 

年代別でみると、年代が上がるにつれ、「現在の場所に住み続けたい」の割合が高く

なっています。また、他の年代に比べ、25～29 歳で「市外に移りたい」の割合が高く、

2割以上となっています。 

今の住まいに居住し始めた時期別でみると、居住年数が長いほど「現在の場所に住

み続けたい」の割合が高くなっています。 

 

 

N =

1292 57.2 9.8 6.8 21.7 4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の場所に住み続けたい 市内の他の場所に移りたい

市外に移りたい わからない

無回答
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N =

20～24歳 47

25～29歳 83

30～34歳 125

35～39歳 152

40～44歳 140

45～49歳 104

50～54歳 89

55～59歳 114

60～64歳 159

65～69歳 143

70～74歳 122

34.0

34.9

46.4

52.6

50.0

56.7

51.7

65.8

67.3

69.2

76.2

13.6

12.5

12.1

9.6

11.2

4.4

8.8

4.9

6.6

10.6

24.1

5.8

6.7

4.4

5.6

24.1

24.3

29.3

26.0

25.8

21.1

15.7

16.1

6.6

6.4

6.4

4.4

4.2

9.8

13.3

14.9

0.8

3.1

5.7

8.6

6.4 27.2

34.0

3.6

5.0

4.5

1.9

2.9

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

現在の場所に住み続けたい 市内の他の場所に移りたい

市外に移りたい わからない

無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年
代
別 

 

昭和20年
（1945年）以前

38

昭和20～29年
（1945～1954
年）

26

昭和30～39年
（1955～1964
年）

53

昭和40年～49
年（1965～
1974年）

117

昭和50～59年
（1975～1984
年）

169

昭和60～平成
6 年（1985～
1994年）

176

平成7 ～11年
（1995～1999
年）

119

平成12～16年
（2000～2004
年）

193

平成17年
（2005年）以降

345

94.7

76.9

86.8

79.5

74.0

58.5

56.3

48.2

43.5

7.5

6.0

6.5

11.4

13.4

11.4

12.5

7.7

5.1

10.1

7.3

12.5

11.5

11.1

16.0

23.3

16.8

33.2

30.7

3.8

2.6

2.4

2.6

1.9 3.8

2.6

0.9

3.4

1.7

1.2

0.9

 

 

 

 

 

 

 

今
の
住
ま
い
に
居
住
し
始
め
た
時
期
別 
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３ 現在の裾野市の取り組みについて 

問３ 市では次のような取り組みを行っています。それぞれの項目について、あなたは

どの程度満足していますか。また、その取り組みは重要であると思いますか。 

（満足度については番号に、重要度についてはアルファベットに、それぞれ○は

1つずつ） 

ここで挙げる項目は、第３次裾野市総合計画後期計画に定められた施策と対応しま

す。（下表参照） 

 
①みんなの健康 互いの福祉 人づくりと文化を世界に誇る（健康・福祉・教育分野） 

施  策 設 問 項 目 

1-1-1 健康づくりの推進 1
心身ともに健康で充実した生活を

送る 

1-1-2 保健・医療・福祉の連携 2
必要な時に適切な医療が受けられ

る 

1-1-3 
市民スポーツ・レクリエーションの

推進 
3 スポーツを習慣にした生活を送る 

1-2-1 
高齢者が生き生きできる福祉の推

進 
4

高齢者が自立して元気に生き生き

暮らす 

1-2-2 
ハンディキャップを克服できる福

祉の推進 
5 障害のある人の社会参加と自立 

1-2-3 
1-2-4 

自立できる生活の充実 

ボランティアで支える地域福祉の

推進 

6 地域住民が共に支えあって暮らす 

1-2-5 子育て環境の充実 7
安心して子育てと就労が両立でき

る 

1-3-1 
人間性豊かな子どもを育てる教育

の充実 
8 人間性豊かな子どもを育てる教育 

1-4-1 
1-5-1 

自ら学ぶ環境の充実 

富士山を象徴とする文化の育成 
9 生涯学習や文化活動の機会や場所 

1-4-2 次世代を担う青少年の育成 10
次世代を担う健全な青少年を育て

る 

1-6-1 コミュニティ活動の充実 11 地域コミュニティ活動の活発化 

 
②人と自然が調和した環境快適都市（自然・環境・都市基盤・安全分野） 

施  策 設 問 項 目 

2-1-1 美しいまち景観の創出 12 恵まれた自然景観の活用 

2-1-2 きれいな環境の維持・創出 13 ごみ不法投棄や公害への対策 

2-1-3 リサイクルの推進 14 リサイクル活動 

2-2-1 
2-2-2 

緑豊かな環境の充実 

公園・広場の充実 
15 身近な緑の環境 

2-3-1 水に親しむ空間の充実 16 きれいな川を守り、水に親しむ 

2-3-2 山や川の災害を防ぐ 17 山や川の災害を防ぐ 

2-4-1 
2-4-2 

安全な水の確保と水資源の有効活

用 

きれいな水の流れる環境の創出 

18 上・下水道事業 
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施  策 設 問 項 目 

2-5-1 
2-5-2 

裾野駅周辺の市街地整備の推進 

周辺部の拠点整備の推進 
19 裾野の顔となる拠点市街地の整備 

2-6-1 住みよい住環境の充実 20 誰もが住みやすい住環境の整備 

2-6-2 バランスのとれた土地利用配置 21 適切な土地利用がされている 

2-7-1 便利で快適な道路網の充実 22 道路網の便利さ、快適さ 

2-7-2 生活に便利な交通機関の充実 23 鉄道・バスの便利さ 

2-8-1 地震災害対策の充実 24 地震災害対策 

2-8-2 消防・救急体制の強化 25 消防・救急体制 

2-8-3 犯罪からまちを守る対策の充実 26 犯罪からまちを守る 

2-8-4 安全な交通環境の充実 27 交通安全対策 

2-8-5 安全で豊かな消費生活の確保 28 安全で豊かな消費生活 

 
③新世紀を支える地域産業のパワーアップ（地域産業分野） 

施  策 設 問 項 目 

3-1-1- 
3-1-2 

農業維持の体制づくり 

林業の振興の充実 
29 農林業の活性化 

3-2-1 
3-2-2 

緑豊かな工業地の確保 

先進企業の誘致と地場産業の育成 
30

先進企業を核とした地場産業の活

性化 

3-3-1 
3-3-2 

にぎわいのある商業地の整備 

創意と工夫による商業の振興 
31 にぎわいのある商業地づくり 

3-4-1 
3-4-2 

新たな観光の創出 

観光による地域の活性化 
32 新たな観光地づくり 

3-5-1 裾野の魅力のＰＲ 33 裾野市の全国に向けたアピール 

3-5-2 時代に対応した情報の発信 34 時代に対応した情報の発信 

 
④頑張る市民・支える市役所（市民主体・行財政分野） 

施  策 設 問 項 目 

4-1-1 
市民の協働を目指した市民参加の

推進 
35

市民と行政の協働によるまちづく

り 

4-1-2 男女共同参画社会の推進 36 男女共同参画社会 

4-1-3 
4-1-4 
4-2-1 
4-2-3 
4-2-4 

透明性の高い行政運営の実現 

開かれた議会活動の支援 

有効で効率的な行政運営確立 

活力ある組織人事の推進 

広域行政における連携の強化 

37 市民のための行政サービス 

4-2-2 健全な財政運営の確保 38 健全な財政運営 

 

13 



 
（１）現状の評価と今後の重要度 

現状の評価と今後の重要度を下表に示すように点数化し、その程度を分析しました。 

 
現状の評価基準  重要度の評価基準 

項  目 点数  項  目 点数 

満足 2 点  とても重要 2 点 

まあ満足 1 点  重要 1 点 

どちらともいえない 0 点  それほどでもない 0 点 

やや不満 －1点    

不満 －2点    

 
 

①みんなの健康 互いの福祉 人づくりと文化を世界に誇る（健康・福祉・教育分野） 

◆5 割以上が『心身ともに健康で充実した生活を送る』、『必要な時に適切

な医療が受けられる』ことに満足している 

◆『必要な時に適切な医療が受けられる』ことについて、「とても重要」の

割合が 7 割以上 

◆『高齢者が自立して元気に生き生き暮らす』、『安心して子育てと就労が

両立できる』、『人間性豊かな子どもを育てる教育』で現状の満足度と今

後の重要度の差が大きい 
 

満足度については、『心身ともに健康で充実した生活を送る』、『必要な時に適切

な医療が受けられる』に対し、「満足」と「まあ満足」をあわせた満足している人の

割合が高く、5割以上となっています。 

重要度については、『心身ともに健康で充実した生活を送る』、『必要な時に適切

な医療が受けられる』、『人間性豊かな子どもを育てる教育』に対し、「とても重要」

と「重要」をあわせた重要だと感じている人の割合が高く、9割以上となっており、特

に、『必要な時に適切な医療が受けられる』では、「とても重要」の割合が 72.7％と

高くなっています。 

現状の評価と今後の重要度については、『高齢者が自立して元気に生き生き暮らす』、

『安心して子育てと就労が両立できる』、『人間性豊かな子どもを育てる教育』で満

足度と重要度の差が大きくなっています。また、平成 20 年度と比較すると、『安心し

て子育てと就労が両立できる』では、他の項目に比べ、平成 20 年度の満足度を大きく

下回っています。重要度については、ほぼ同様の割合となっています。 
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【満足度】 
 やや不満満足 まあ満足 どちらともいえない 不満

 

 

 

N=1292

心身ともに健康で充実した生活を送る 7.7

12.5

4.2

45.6

43.2

19.4

19.7

11.2

29.9

21.1

23.4

26.6

16.2

21.4

29.7

21.9

53.3

51.4

65.3

45.0

44.3

48.4

47.0

58.4

57.6

8.8

13.0

15.5

17.0

13.2

12.8

19.4

16.1

14.3

15.0

11.6

4.0

4.5

3.1

2.3

1.5

1.6

2.8

1.0

2.1

3.6

3.4

3.4

7.0

3.8

3.9

4.4

5.3

3.4

3.8

5.3

4.7

5.6

5.9

4.4

5.4

4.1

4.8

4.7

4.6

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

 必要な時

 

 

 
高齢者が
らす

 

 

 地域住

 安心し

 

 人間性

 生涯学

 

 

 地域コミ

に適切な医療が受けられる

スポーツを習慣にした生活を送る

自立して元気に生き生き暮

障害のある人の社会参加と自立

民が共に支えあって暮らす

て子育てと就労が両立できる

豊かな子どもを育てる教育

習や文化活動の機会や場所

次世代を担う健全な青少年を育てる

ュニティ活動の活発化

 

 

【重要度】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

無回答

もに健康で充実した生活を送る

に適切な医療が受けられる

ーツを習慣にした生活を送る

自立して元気に生き生き暮
らす

障害のある人の社会参加と自立

民が共に支えあって暮らす

安心して子育てと就労が両立できる

豊かな子どもを育てる教育

習や文化活動の機会や場所

担う健全な青少年を育てる

ュニティ活動の活発化

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 

 

N=1292

心身と 54.5

72.7

12.2

33.9

36.3

20.9

51.1

43.0

54.5

52.6

37.7

35.1

59.4

45.5

60.3

30.3

4.3

5.6

7.2

19.5

4.9

21.7

51.6

11.8

43.3

46.3

33.5

56.1

14.5

2.6

0.7

3.9

2.4

6.3

6.6

6.4

6.8

6.3

6.4

6.4

6.3

5.7

6.6

6.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

必要な時

スポ

高齢者が

地域住

人間性

生涯学

次世代を

地域コミ
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【現状の評価と今後の重要度】 
 

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

平成20年度 平成21年度

平成20年度 平成21年度高い 

低い 

満足度 
重要度  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 心身ともに健康で充実した生活を送る 7 安心して子育てと就労が両立できる 

2 必要な時に適切な医療が受けられる 8 人間性豊かな子どもを育てる教育 

3 スポーツを習慣にした生活を送る 9 生涯学習や文化活動の機会や場所 

4 高齢者が自立して元気に生き生き暮らす 10 次世代を担う健全な青少年を育てる 

5 障害のある人の社会参加と自立 11 地域コミュニティ活動の活発化 

6 地域住民が共に支えあって暮らす   

 
 

②人と自然が調和した環境快適都市（自然・環境・都市基盤・安全分野） 

◆5 割以上が『身近な緑の環境』に満足している 

◆『地震災害対策』、『消防・救急体制』、『犯罪からまちを守る』ことに

ついて、「とても重要」の割合が 5 割以上 

◆『ごみ不法投棄や公害への対策』、『地震災害対策』、『犯罪からまちを

守る』で現状の満足度と今後の重要度の差が大きい 
 

満足度については、『身近な緑の環境』に対し、「満足」と「まあ満足」をあわせ

た満足している人の割合が高く、5割以上となっています。また、『恵まれた自然景観

の活用』、『リサイクル活動』、『消防・救急体制』においても、4割以上となってい

ます。一方で、『鉄道・バスの便利さ』に対し、「やや不満」と「不満」をあわせた

満足していない人の割合が高く、約 6割となっています。 

重要度については、『裾野の顔となる拠点市街地の整備』、『適切な土地利用がさ

れている』を除く全ての項目で、「とても重要」と「重要」をあわせた重要だと感じ

ている人の割合が高く、8割以上となっており、特に、『地震災害対策』、『消防・救

急体制』、『犯罪からまちを守る』では、「とても重要」の割合が 5 割以上と高くな

っています。 

現状の評価と今後の重要度については、『ごみ不法投棄や公害への対策』、『地震

災害対策』、『犯罪からまちを守る』で満足度と重要度の差が大きくなっています。

また、平成 20 年度と比較すると、全ての項目において、平成 20 年度の満足度を上回

っています。重要度については、ほぼ同様の割合となっています。 
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【満足度】 
 満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 

 
N

 恵まれた

 ごみ不

 

 

 身近な緑

 

 

 山や川の

 

 

 裾野の顔

 
誰もが住
 

 適切な土

 道路網の

 

 
鉄道・

=1292

7.4

5.0

10.1

5.7

4.3

5.3

32.9

26.2

44.0

42.6

31.3

27.5

26.9

9.4

19.7

7.3

20.9

11.1

20.4

36.7

26.4

26.1

24.0

37.5

40.7

36.5

33.0

40.9

52.2

42.6

39.9

43.8

50.9

25.9

23.5

55.8

46.4

51.2

51.9

55.5

13.9

20.7

9.8

8.3

15.0

10.3

14.6

29.2

22.6

24.8

30.0

30.6

15.4

7.0

14.2

13.7

12.5

17.2

8.6

13.2

19.0

1.5

2.0

2.1

2.2

1.6

1.9

0.5

2.1

0.9

3.6

3.2

3.7

3.6

3.6

1.9

2.2

4.0

30.7

8.7

3.4

3.9

2.2

6.9

3.6

2.9

2.7

2.6

2.8

2.6

2.3

3.9

2.6

2.5

3.3

3.3

3.5

2.9

3.0

3.1

2.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然景観の活用

法投棄や公害への対策

リサイクル活動

の環境

きれいな川を守り、水に親しむ

災害を防ぐ

上・下水道事業

となる拠点市街地の整備

みやすい住環境の整備

地利用がされている

便利さ、快適さ

バスの便利さ

地震災害対策

消防・救急体制

犯罪からまちを守る

交通安全対策

安全で豊かな消費生活

17 



 

【重要度】 
 とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 

 
N

 恵まれた

 ごみ不

 

 

 身近な緑

 

 

 山や川の

 

 

 裾野の顔

 
誰もが住
 

 適切な土

 道路網の

 

 
鉄道・

 地震災

 

 

 犯罪か

 

 

 安全で豊

 

=1292

26.5

33.5

33.4

37.4

32.0

55.9

55.3

50.4

56.7

54.6

51.9

44.2

56.7

51.5

55.3

58.5

52.9

49.0

39.8

38.2

40.9

52.9

58.2

12.4

5.1

6.8

6.2

3.8

6.9

22.0

6.3

17.3

9.4

13.2

9.127.9

39.4

53.8

54.3

33.5

32.8

19.4

33.8

21.8

47.6

43.8

3.4

1.2

1.4

1.9

1.9

4.3

4.1

4.6

3.9

4.3

5.0

4.8

4.5

4.7

4.4

4.4

4.5

5.2

4.6

3.9

5.9

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自然景観の活用

法投棄や公害への対策

リサイクル活動

の環境

きれいな川を守り、水に親しむ

災害を防ぐ

上・下水道事業

となる拠点市街地の整備

みやすい住環境の整備

地利用がされている

便利さ、快適さ

バスの便利さ

害対策

消防・救急体制

らまちを守る

交通安全対策

かな消費生活
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【現状の評価と今後の重要度】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 恵まれた自然景観の活用 21 適切な土地利用がされている 

13 ごみ不法投棄や公害への対策 22 道路網の便利さ、快適さ 

14 リサイクル活動 23 鉄道・バスの便利さ 

15 身近な緑の環境 24 地震災害対策 

16 きれいな川を守り、水に親しむ 25 消防・救急体制 

17 山や川の災害を防ぐ 26 犯罪からまちを守る 

18 上・下水道事業 27 交通安全対策 

19 裾野の顔となる拠点市街地の整備 28 安全で豊かな消費生活 

20 誰もが住みやすい住環境の整備 21 適切な土地利用がされている 

 

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

平

高い 

低い 

満足度 
重要度 

平成21年度成20年度

平成21年度平成20年度
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③新世紀を支える地域産業のパワーアップ（地域産業分野） 

◆約 2 割が『先進企業を核とした地場産業の活性化』に満足している 

◆約 5 割が『にぎわいのある商業地づくり』に不満を感じている 

◆7 割以上が『新たな観光地づくり』、『裾野市の全国に向けたアピール』

について、重要だと感じている 

◆『農林業の活性化』、『先進企業を核とした地場産業の活性化』で現状の

満足度と今後の重要度の差が大きい 
 

満足度については、『先進企業を核とした地場産業の活性化』に対し、「満足」と

「まあ満足」をあわせた満足している人の割合が高く、約 2 割となっています。一方

で、『にぎわいのある商業地づくり』に対し、「やや不満」と「不満」をあわせた満

足していない人の割合が高く、約 5割となっています。 

重要度については、『新たな観光地づくり』、『裾野市の全国に向けたアピール』

を除く全ての項目で、「とても重要」と「重要」をあわせた重要だと感じている人の

割合が高く、7割以上となっています。 

現状の評価と今後の重要度については、『農林業の活性化』、『先進企業を核とし

た地場産業の活性化』で満足度と重要度の差が大きくなっています。また、平成 20 年

度と比較すると、全ての項目において、平成 20 年度の満足度を下回っており、特に『農

林業の活性化』、『先進企業を核とした地場産業の活性化』で、その差が大きくなっ

ています。重要度については、ほぼ同様の割合となっています。 

 
【満足度】 
 

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
 

 
N

 
農林業の

 先進企

 

 

 新たな観

 

 

 時代に

 

=1292

8.9

18.7

6.3

6.7

11.0

12.3

69.6

59.0

37.5

55.6

51.8

58.9

11.8

14.2

35.2

23.0

22.1

19.3

17.9

0.8

1.2

1.2

0.4

1.4

1.1

3.6

10.0

10.8

5.4

5.3

3.6

2.7

3.4

3.2

3.2

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

活性化

業を核とした地場産業の活性
化

にぎわいのある商業地づくり

光地づくり

裾野市の全国に向けたアピール

対応した情報の発信
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【重要度】 
 とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【現状の評価と今後の重要度】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29 農林業の活性化 32 新たな観光地づくり 

30 先進企業を核とした地場産業の活性化 33 裾野市の全国に向けたアピール 

31 にぎわいのある商業地づくり 34 時代に対応した情報の発信 

 

N=1292

農林業の活性化

先進企業を核とした地場産業の活性

58.9

59.4

52.7

41.8

43.3

58.8

19.9

19.0

20.4

40.5

38.0

23.5

5.0

5.0

4.6

4.5

4.912.8

13.9

13.2

22.3

16.6

16.3

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

化

にぎわいのある商業地づくり

光地づくり

全国に向けたアピール

対応した情報の発信

新たな観

裾野市の

時代に

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

29 30 31 32 33 34

平成20年度 平成21年度

平成20年度 平成21年度高い 

低い 

満足度 
重要度 
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④頑張る市民・支える市役所（市民主体・行財政分野） 

◆約 2 割が『市民のための行政サービス』、『健全な財政運営』に満足して

いる 

◆9 割以上が『健全な財政運営』について、重要だと感じている 

◆『男女共同参画社会』、『市民のための行政サービス』について、「とて

も重要」の割合が 5 割以上 

◆『健全な財政運営』で現状の満足度と今後の重要度の差が大きい 
 

満足度については、『市民のための行政サービス』、『健全な財政運営』に対し、

「満足」と「まあ満足」をあわせた満足している人の割合が高く、約 2 割となってい

ます。一方で、『にぎわいのある商業地づくり』に対し、「やや不満」と「不満」を

あわせた満足していない人の割合が高く、約 5割となっています。 

重要度については、『健全な財政運営』に対し、「とても重要」と「重要」をあわ

せた重要だと感じている人の割合が高く、約 9 割となっています。また、『男女共同

参画社会』、『市民のための行政サービス』に対し、「とても重要」の割合が高く、5

割以上となっています。 

現状の評価と今後の重要度については、『健全な財政運営』で満足度と重要度の差

が大きくなっています。また、平成 20 年度と比較すると、全ての項目において、平成

20 年度の満足度を上回っており、特に『市民のための行政サービス』、『健全な財政

運営』で、その差が大きくなっています。重要度については、ほぼ同様の割合となっ

ています。 

 

【満足度】 
 

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満
 

 N

 市民と

 男女共

 

 市民の

 健全な財

 

 

【重要度】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

=1292

11.5

10.1

21.7

20.0

61.5

73.2

50.8

55.6

17.3

10.5

17.3

15.3

5.7

1.0

1.5

0.6

0.7

6.0

5.4

2.5

2.7

3.0

3.1

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

行政の協働によるまちづくり

同参画社会

ための行政サービス

政運営

無回答

行政の協働によるまちづくり

同参画社会

ための行政サービス

政運営

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

N=1292

52.6

60.6

56.0

58.8

40.3

16.1

29.1

7.5

4.5

5.0

4.329.3

10.0

18.8

2.7
4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

市民と

男女共

市民の

健全な財
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【現状の評価と今後の重要度】 
 

-1.0

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

35 36 37 38

平成20年度 平成21年度

平成20年度 平成21年度高い 

低い 

満足度 
重要度  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35 市民と行政の協働によるまちづくり 37 市民のための行政サービス 

36 男女共同参画社会 38 健全な財政運営 

 

 

 

 

（２）ポートフォリオによる現状評価と重要度の評価 

各項目の満足度と重要度のポイントの関係について、下図のとおり分布図を作成し、

今後の施策の方向性を分析しました。 

 
 
 

平均値

重要 

重要で 

ない 
不満 満足 

平均値 

タイプⅠ タイプⅡ

 

 

 

 

 

 

タイプⅢ 

 

 

 

 

 

 

タイプⅣ

満足度 

重
要
度 

タイプⅠ 

 満足度は低いが、重要度が高い  

→今後の重点課題として検討が必

要なタイプ。  
  

タイプⅡ 
 満足度は高く、重要度も高い 

 →事業の継続実施、もしくは施策

展開について検討が必要なタイ

プ。  
  

タイプⅢ 
 満足度が低く、重要度も低い 

 →全体に比べ、満足度および重要

度が低い理由についての検証が必

要なタイプ。  
  

タイプⅣ 
 満足度は高いが、重要度が低い  

→これまでの施策が充実した結

果、満足度が高くなったものが含

まれていると考えられるタイプ。

ただし、施策が過剰になっていな

いか、検討が必要。 
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①ポートフォリオによる現状評価と重要度の評価 

◆健康・福祉・教育分野、自然・環境・都市基盤・安全分野がタイプⅠ、タ

イプⅡに分布 

◆地域産業分野の取り組みがタイプⅢに分布 
 

ポートフォリオによる現状評価と重要度の評価については、健康・福祉・教育分野、

自然・環境・都市基盤・安全分野の取り組みは重要度が高い傾向にあり、今後の重点

課題として検討が必要なタイプⅠ、事業の継続実施、もしくは施策展開について検討

が必要なタイプⅡに分布しています。 

また、地域産業分野の取り組みは、満足度、重要度ともに低い傾向にあり、全体に

比べ、満足度および重要度が低い理由についての検証が必要であるタイプⅢに分布し

ています。 

 
 

重要  

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

-0.5 0.0 0.5

平均値：1.14

平均値：-0.07

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

-0.5 0.0 0.5

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

-0.5 0.0 0.5

0.5

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

1.7

1.8

-0.5 0.0 0.5

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 重要で 

ない  
不満 満足  

 
みんなの健康 互いの福祉 人づくりと文化を世界に誇る（健康・福祉・教育分野） 
人と自然が調和した環境快適都市（自然・環境・都市基盤・安全分野） 
新世紀を支える地域産業のパワーアップ（地域産業分野） 
頑張る市民・支える市役所（市民主体・行財政分野） 
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②みんなの健康 互いの福祉 人づくりと文化を世界に誇る（健康・福祉・教育分野） 

◆主に満足度は低いが、重要度が高いタイプⅠ、満足度が低く、重要度も低

いタイプⅢに分布 
 

健康・福祉・教育分野のポートフォリオによる現状評価と重要度の評価については、

「4．高齢者が自立して元気に生き生き暮らす」、「7．安心して子育てと就労が両立で

きる」、「8．人間性豊かな子どもを育てる教育」、「10．次世代を担う健全な青少年を育

てる」が今後の重点課題として検討が必要なタイプⅠに分布しています。 

「3．スポーツを習慣にした生活を送る」、「5．障害のある人の社会参加と自立」、「11．

地域コミュニティ活動の活発化」は満足度、重要度ともに低く、全体に比べ、満足度

および重要度が低い理由についての検証が必要なタイプⅢに分布しています。 

 
 

重要 

重要で 

 

7

4
10

5

9

11

3

6

1

2

8

0.8

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

-0.3 -0.2 -0.1 0.0 0.1 0.2 0.3 0.4 0.5

平均値：1.32

平均値：0.11

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 ない 

不満 満足  
 

タイプⅠ：満足度は低いが、重要度が高い 

4 高齢者が自立して元気に生き生き暮らす 

7 安心して子育てと就労が両立できる 

8 人間性豊かな子どもを育てる教育 

10 次世代を担う健全な青少年を育てる 
 

タイプⅡ：満足度は高く、重要度も高い 

1 心身ともに健康で充実した生活を送る 

2 必要な時に適切な医療が受けられる 
 

 

25 



 
タイプⅢ：満足度が低く、重要度も低い 

3 スポーツを習慣にした生活を送る 

5 障害のある人の社会参加と自立 
11 地域コミュニティ活動の活発化 

 

タイプⅣ：満足度は高いが、重要度が低い 

6 地域住民が共に支えあって暮らす 

9 生涯学習や文化活動の機会や場所 

 
 

③人と自然が調和した環境快適都市（自然・環境・都市基盤・安全分野） 

◆主に満足度は高く、重要度も高いタイプⅡ、満足度が低く、重要度も低い

タイプⅢ、満足度は高いが、重要度が低いタイプⅣに分布 
 

自然・環境・都市基盤・安全分野のポートフォリオによる現状評価と重要度の評価

については、「13．ごみ不法投棄や公害への対策」が今後の重点課題として検討が必要

なタイプⅠに分布しています。 

「19．裾野の顔となる拠点市街地の整備」、「20.誰もが住みやすい住環境の整備」、「21．

適切な土地利用がされている」、「22．道路網の便利さ、快適さ」、「23．鉄道・バスの

便利さ」は満足度、重要度ともに低く、全体に比べ、満足度および重要度が低い理由

についての検証が必要なタイプⅢに分布しています。 

「12．恵まれた自然景観の活用」、「14．リサイクル活動」、「15．身近な緑の環境」、

「18．上・下水道事業」、「28.安全で豊かな消費生活」はこれまでの施策が充実した結

果、満足度が高くなったものが含まれていると考えられますが、重要度が低く、施策

が過剰になっていないかといった検討が必要なタイプⅣに分布しています。 

 
 

重要 

重要で 

ない 

 

23

21
19

22

25

15
14

12

20

13

26

27

24

16

17

28

18

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

-1.0 -0.5 0.0 0.5 1.0

平均値：1.31

平均値：-0.01

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

不満 満足 
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タイプⅠ：満足度は低いが、重要度が高い 

13 ごみ不法投棄や公害への対策 
 

タイプⅡ：満足度は高く、重要度も高い 

16 きれいな川を守り、水に親しむ 

17 山や川の災害を防ぐ 

24 地震災害対策 

25 消防・救急体制 

26 犯罪からまちを守る 

27 交通安全対策 
 

タイプⅢ：満足度が低く、重要度も低い 

19 裾野の顔となる拠点市街地の整備 

20 誰もが住みやすい住環境の整備 

21 適切な土地利用がされている 

22 道路網の便利さ、快適さ 

23 鉄道・バスの便利さ 
 

タイプⅣ：満足度は高いが、重要度が低い 

12 恵まれた自然景観の活用 

14 リサイクル活動 

15 身近な緑の環境 

18 上・下水道事業 

28 安全で豊かな消費生活 
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④新世紀を支える地域産業のパワーアップ（地域産業分野） 

◆主に満足度は高く、重要度も高いタイプⅡ、満足度が低く、重要度も低い

タイプⅢに分布 
 

地域産業分野のポートフォリオによる現状評価と重要度の評価については、「31．に

ぎわいのある商業地づくり」が今後の重点課題として検討が必要なタイプⅠに分布し

ています。 

「32．新たな観光地づくり」、「33．裾野市の全国に向けたアピール」は満足度、重

要度ともに低く、全体に比べ、満足度および重要度が低い理由についての検証が必要

なタイプⅢに分布しています。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タイプⅠ：満足度は低いが、重要度が高い 

31 にぎわいのある商業地づくり 
 

タイプⅡ：満足度は高く、重要度も高い 

29 農林業の活性化 

30 先進企業を核とした地場産業の活性化 

34 時代に対応した情報の発信 
 

タイプⅢ：満足度が低く、重要度も低い 

32 新たな観光地づくり 

33 裾野市の全国に向けたアピール 

重要 

重要で 

ない 

平均値：-0.27

不満 満足 

31

30
29

34

33

32

0.6

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

-0.7 -0.6 -0.5 -0.4 -0.3 -0.2 -0.1 0.0 0.1 0.2

平均値：0.88
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⑤頑張る市民・支える市役所（市民主体・行財政分野） 

◆主に満足度は高く、重要度も高いタイプⅡ、満足度が低く、重要度も低い

タイプⅢ、満足度は高いが、重要度が低いタイプⅣに分布 
 

地域産業分野のポートフォリオによる現状評価と重要度の評価については、「35．市

民と行政の協働によるまちづくり」、「36．男女共同参画社会」は満足度、重要度とも

に低く、全体に比べ、満足度および重要度が低い理由についての検証が必要なタイプ

Ⅲに分布しています。 

「36.男女共同参画社会」はこれまでの施策が充実した結果、満足度が高くなったも

のが含まれていると考えられますが、重要度が低く、施策が過剰になっていないかと

いった検討が必要なタイプⅣに分布しています。 

 
 

重要  平均値：-0.07

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

タイプⅡ：満足度は高く、重要度も高い 

37 市民のための行政サービス 

38 健全な財政運営 
 

タイプⅢ：満足度が低く、重要度も低い 

35 市民と行政の協働によるまちづくり 
 

タイプⅣ：満足度は高いが、重要度が低い 

36 男女共同参画社会 

 

重要で 

ない 

不満 満足 

37

38

35

36

0.7

0.8

0.9

1.0

1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

-0.20 -0.15 -0.10 -0.05 0.00 0.05

平均値：1.14
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問４ 市の政策全体について、どの程度満足していますか。（○は１つ） 

◆市の政策に満足している人が約 4 割 

◆35～39 歳、40～44 歳で市の政策に満足している人が約 5 割 

◆富岡、西、企業団地で市の政策に満足している人が約 4 割 
 

市の政策全体の満足度については、「満足している」と「まあ満足している」をあわ

せた市の政策に満足している人の割合が 39.1％、「やや不満である」と「不満である」

をあわせた市の政策に満足していない人の割合が 19.1％となっています。また、平成

19 年度の調査と比較すると、平成 19 年度に比べ、平成 20 年度では、市の政策に満足

していない人の割合に 3.4 ポイントの減少がみられます。 

年代別でみると、他の年代に比べ、35～39 歳、40～44 歳で市の政策に満足している

人の割合が高く、約 5割となっています。 

居住地区別でみると、他の地区に比べ、富岡、西、企業団地で満足している人の割

合が高く、約 4割となっています。 

 

 

N =

1292

2.6

36.5 39.8 14.5

4.6

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答
 

 

 

 

 

 

 

 

【前回・前々回調査との比較】 
 

N =

平成21年度 1292

平成20年度 2049

14.5

16.0 4.7

2.3

2.6

34.8

36.5

35.6

39.8

6.5

4.6 2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答 
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N =

20～24歳 47

25～29歳 83

30～34歳 125

35～39歳 152

40～44歳 140

45～49歳 104

50～54歳 89

55～59歳 114

60～64歳 159

65～69歳 143

70～74歳 122

1.4

2.4

3.6

4.1

1.4

0.9

1.9

3.4

1.0

4.6

6.4

39.3

35.0

34.6

31.6

30.3

32.7

47.9

45.4

37.6

24.1

31.9

36.1

39.9

37.7

43.9

41.6

47.1

34.3

31.6

40.8

50.6

48.9

11.5

19.6

19.5

16.7

15.7

12.5

9.3

11.2

10.4

20.5

12.8

3.1

4.4

7.9

5.8

7.1

5.3

4.0

4.9

3.5

1.0

2.0

1.2

1.1

2.6

3.1

0.7

4.1

4.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している まあ満足している どちらともいえない

やや不満である 不満である 無回答 

 

 

 

 

 

年
代
別 

居
住
地
区
別 

須山 72

富岡 227

深良 187

東 356

西 276

千福が丘 90

企業団地 32

3.1

2.2

5.4

1.4

2.1

2.2

1.4

37.5

32.2

37.7

37.6

35.3

41.4

25.0

43.8

31.1

38.0

41.6

39.6

36.6

51.4

12.5

24.4

13.0

11.5

17.6

15.9

12.5

7.8

4.0

5.9

3.7

2.2

8.3

3.1

2.2

1.8

2.0

1.6

1.8

1.4
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問５ 市の行事等のお知らせは、どのような方法で知り得ていますか。（○はいくつで

も） 

◆「広報紙」が 8 割以上 

◆40～54 歳、60～64 歳で「広報紙」の割合が約 9 割 

◆25～29 歳の 2 割以上が「ホームページ（インターネット）」 

◆年代が上がるにつれ「回覧板」、「新聞」の割合が高くなる傾向がみられる 

◆富岡、深良で「広報紙」の割合が約 9 割、「回覧板」がの割合が 6 割以上 

◆富岡で「無線放送」の割合が約 4 割 

◆西、千福が丘、企業団地で「ホームページ（インターネット）」の割合が

約 1 割 
 

市の行事の情報の入手手段については、「広報紙」の割合が 84.9％と最も高く、次い

で「回覧板」の割合が 58.5％、「無線放送」の割合が 34.4％となっています。 

年代別でみると、他の年代に比べ、40～44 歳、45～49 歳、50～54 歳、60～64 歳で

「広報紙」の割合が約 9割、25～29 歳で「ホームページ（インターネット）」の割合が

2割以上と、それぞれ高くなっています。また、年代が上がるにつれ「回覧板」、「新聞」

の割合が高くなる傾向がみられます。 

居住地区別でみると、他の地区に比べ、富岡、深良で「広報紙」の割合が約 9割、「回

覧板」の割合が 6 割以上と、それぞれ高くなっています。また、富岡で「無線放送」

の割合が約 4割、西、千福が丘、企業団地で「ホームページ（インターネット）」の割

合が約 1割となっています。 

 

 N = 1292

％

広
報
紙

回
覧
板

無
線
放
送

新
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ホ
ー
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ペ
ー
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ネ

ッ
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ケ
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ブ
ル
テ
レ
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そ
の
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無
回
答
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 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

広
報
紙 

無
線
放
送 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
） 

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ 

回
覧
板 

新
聞 

そ
の
他 

無
回
答 

20～24 歳 47  74.5 21.3 6.4 2.1 29.8 2.1  6.4  4.3 

25～29 歳 83  65.1 8.4 24.1 0.0 32.5 7.2  15.7  2.4 

30～34 歳 125  81.6 10.4 19.2 2.4 36.0 6.4  7.2  4.8 

35～39 歳 152  85.5 21.7 17.1 3.9 54.6 10.5  7.2  3.3 

40～44 歳 140  91.4 23.6 7.1 2.1 57.1 13.6  4.3  0.0 

45～49 歳 104  88.5 38.5 9.6 6.7 65.4 14.4  1.0  1.9 

50～54 歳 89  88.8 39.3 5.6 6.7 66.3 16.9  4.5  0.0 

55～59 歳 114  86.8 36.0 5.3 6.1 64.0 18.4  4.4  2.6 

60～64 歳 159  88.7 50.9 2.5 7.5 69.2 15.7  4.4  3.1 

65～69 歳 143  88.8 50.3 7.0 6.3 71.3 25.2  0.7  0.7 

年
代
別 

70～74 歳 122  83.6 59.8 3.3 7.4 70.5 23.8  4.1  3.3 

須山 72  73.6 37.5 8.3 4.2 59.7 6.9  1.4  2.8 

富岡 227  89.4 43.6 6.6 4.8 66.5 16.3  5.7  1.3 

深良 187  89.8 38.5 7.0 5.9 65.8 17.1  2.7  1.1 

東 356  85.1 39.3 9.8 4.2 57.6 15.4  5.1  2.0 

西 276  87.0 27.2 13.8 6.2 48.2 15.2  6.2  2.5 

千福が丘 90  84.4 23.3 10.0 6.7 75.6 16.7  5.6  2.2 

居
住
地
区
別 

企業団地 32  71.9 0.0 12.5 0.0 56.3 3.1  3.1  6.3 
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４ 裾野市の今後の行政運営について 

問６ 今後、裾野市の行政運営の基本目標として次の６つはどれも重要なものですが、

特に力を入れるべき基本目標を 1つだけ選んで、○をつけてください。 

◆「誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福祉のまち（保健・医療・福

祉など）」が約 5 割 

◆女性で「誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福祉のまち（保健・医

療・福祉など）」の割合が高い 

◆20～24 歳、45～54 歳の約 2 割が「産業がいきいきと活発なまち（産

業振興・雇用など）」 

◆25～29 歳の約 2 割が「道路や河川などが整備され、人や物が活発に交流

するまち（都市基盤・生活環境整備など）」 

◆富岡、東、千福が丘で「市民が安心・安全に暮らせるまち（防災・防犯・

交通安全など）」の割合が 1 割以上 
 

特に力を入れるべき基本目標については、「誰もが健やかでしあわせに暮らせる健

康・福祉のまち（保健・医療・福祉など）」の割合が 51.6％と最も高く、次いで「産業

がいきいきと活発なまち（産業振興・雇用など）」の割合が 15.1％、「市民が安心・安

全に暮らせるまち（防災・防犯・交通安全など）」の割合が 10.4％となっています。 

男女別でみると、男性に比べ女性で、「誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福

祉のまち（保健・医療・福祉など）」の割合が高くなっています。 

年代別でみると、他の年代に比べ、20～24 歳、45～49 歳、50～54 歳で「産業がいき

いきと活発なまち（産業振興・雇用など）」の割合が高く、約 2割となっています。ま

た、25～29 歳で「道路や河川などが整備され、人や物が活発に交流するまち（都市基

盤・生活環境整備など）」の割合が高く、約 2割となっています。 

居住地区別でみると、他の地区に比べ、富岡、東、千福が丘で「市民が安心・安全

に暮らせるまち（防災・防犯・交通安全など）」の割合が高く、1 割以上となっていま

す。また、千福が丘で「自然を感じ環境を保全するまち（自然や環境の保全）」の割合

が高く、約 1割となっています。 

 

N =

1292 51.6 5.6 15.1 10.4 8.5

2.9 3.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福祉のまち
（保健・医療・福祉など）

自然を感じ環境を保全するまち（自然や環境の保全）

産業がいきいきと活発なまち（産業振興・雇用など）

市民が安心・安全に暮らせるまち（防災・防犯・交通安全など）

道路や河川などが整備され、人や物が活発に交流するまち（都市基
盤・生活環境整備など）

人と文化をはぐくみ学びあうまち（教育・文化・スポーツなど）

みんなで知恵を出し合う創造のまち（市民参加・協働など）

無回答
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N =

男性 601

女性 678

47.3

55.9

7.5 14.3

15.9

10.6

10.2

9.8

7.4
3.8 2.2

3.8

3.1

4.0

1.5

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福祉のまち（保健・医療・福
祉など）

自然を感じ環境を保全するまち（自然や環境の保全）

産業がいきいきと活発なまち（産業振興・雇用など）

市民が安心・安全に暮らせるまち（防災・防犯・交通安全など）

道路や河川などが整備され、人や物が活発に交流するまち（都市基
盤・生活環境整備など）

人と文化をはぐくみ学びあうまち（教育・文化・スポーツなど）

みんなで知恵を出し合う創造のまち（市民参加・協働など）

無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

男
女
別

20～24歳 47

25～29歳 83

30～34歳 125

35～39歳 152

40～44歳 140

45～49歳 104

50～54歳 89

55～59歳 114

60～64歳 159

65～69歳 143

70～74歳 122

38.3

41.0

55.2

59.2

52.1

47.1

43.8

50.9

52.8

58.0

52.5

8.5

4.8

8.8

9.3

5.8

4.5

7.0

6.3

4.9

19.1

13.3

11.2

11.2

14.3

20.2

20.2

14.0

17.0

15.4

15.6

14.9

14.5

8.8

7.9

8.6

10.6

13.5

6.1

11.3

9.8

13.9

12.8

18.1

10.4

8.6

8.6

8.7

9.0

8.8

4.4

8.2

7.2

5.6

8.8

4.9

4.9

3.3

4.2

2.1

3.6

4.0

2.9

3.8

2.2

2.6

2.5

0.8

2.1

2.4

2.6

1.4

2.9

3.1

2.1

2.4

1.6

2.9

1.0

1.1

1.8

2.5

2.8

4.1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

年
代
別 

 
 

居
住
地
区
別 

須山 72

富岡 227

深良 187

東 356

西 276

千福が丘 90

企業団地 32

44.4

55.9

52.4

52.8

51.8

45.6

53.1

9.7

7.5

5.1

10.0

6.3

16.7

13.2

18.2

14.3

17.0

12.2

12.5

9.7

11.9

7.5

11.8

8.0

15.6

8.3

4.4

10.2

8.4

9.1

5.6

25.0

6.7

5.6

3.7

3.2

3.1

3.3

2.5

3.7

1.3

4.2

3.3

3.3

4.2

3.2

3.1

1.1

2.5

2.2

1.6

2.6

1.4
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◆市制に満足している人で「誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福祉

のまち（保健・医療・福祉など）」の割合が 5 割以上 
 

市の政策に対する満足度別でみると、他に比べ、満足している、まあ満足している

人で「誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福祉のまち（保健・医療・福祉など）」

の割合が高く、5割以上となっています。 

 
 

N =

満足している 33

まあ満足して
いる

471

どちらともいえ
ない

514

やや不満であ
る

187

不満である 59

57.6

57.7

48.2

47.6

44.1

9.1

5.9

4.7

5.9

18.2

14.2

16.7

13.9

13.6

8.9

12.1

9.1

11.9

6.1

6.8

8.8

12.8

10.2 5.1

5.3

11.9
3.4

3.0

2.7

3.3

2.3

3.0

3.7

1.9

2.7

2.5

2.1

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

誰もが健やかでしあわせに暮らせる健康・福祉のまち（保健・医療・福
祉など）

自然を感じ環境を保全するまち（自然や環境の保全）

産業がいきいきと活発なまち（産業振興・雇用など）

市民が安心・安全に暮らせるまち（防災・防犯・交通安全など）

道路や河川などが整備され、人や物が活発に交流するまち（都市基
盤・生活環境整備など）

人と文化をはぐくみ学びあうまち（教育・文化・スポーツなど）

みんなで知恵を出し合う創造のまち（市民参加・協働など）

無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別
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問７ 今後、裾野市の「保健・医療・福祉」分野のうち、特に推進することが必要と考

えるものを２つだけ選んで、○をつけてください。 

◆「医療費の支援・健診の充実」が約 5 割 
 

保健・医療・福祉分野で特に推進するべき施策については、「医療費の支援・健診の

充実」の割合が 48.8％と最も高く、次いで「病院など地域医療施設の充実」の割合が

43.8％、「高齢者・障害者支援の充実」の割合が 40.4％となっています。 

 

 
N = 1292

％

医
療
費
の
支
援
・
健

診
の
充
実

病
院
な
ど
地
域
医
療

施
設
の
充
実

高
齢
者
・
障
害
者
支

援
の
充
実

子
育
て
支
援
体
制
の

充
実

保
健
・
福
祉
施
設
の

充
実

人
権
教
育
の
充
実

そ
の
他

無
回
答

48.8

43.8
40.4

35.1

11.4

5.7
1.9 1.7

0

20

40

60
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◆男性で「子育て支援体制の充実」の割合が高い 

◆25～39 歳の 6 割以上が「子育て支援体制の充実」 

◆45～49 歳の 6 割以上が「病院など地域医療施設の充実」 

◆60～74 歳の 5 割以上が「高齢者・障害者支援の充実」 
 

保健・医療・福祉分野で特に推進するべき施策については、「医療費の支援・健診の

充実」の割合が 48.8％と最も高く、次いで「病院など地域医療施設の充実」の割合が

43.8％、「高齢者・障害者支援の充実」の割合が 40.4％となっています。 

男女別でみると、女性に比べ男性で、「子育て支援体制の充実」の割合が高くなって

います。 

年代別でみると、他の年代に比べ、25～29 歳、30～34 歳、35～39 歳で「子育て支援

体制の充実」の割合が高く、6 割以上となっています。また、45～49 歳で「病院など

地域医療施設の充実」の割合が、6 割以上となっています。60～64 歳、65～69 歳、70

～74 歳で「高齢者・障害者支援の充実」の割合が高く、5割以上となっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

医
療
費
の
支
援
・
健

診
の
充
実 

病
院
な
ど
地
域
医
療

施
設
の
充
実 

子
育
て
支
援
体
制
の

充
実 

高
齢
者
・
障
害
者
支

援
の
充
実 

人
権
教
育
の
充
実 

保
健
・
福
祉
施
設
の

充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 601  50.2 42.1 38.3 38.3 3.3 11.3  1.8  2.0 性
別女性 678  47.9 45.9 32.7 42.2 7.8 11.2  2.1  0.9 

20～24歳 47  59.6 34.0 53.2 23.4 6.4 12.8  2.1  2.1 

25～29歳 83  53.0 37.3 61.4 16.9 4.8 9.6  1.2  2.4 

30～34歳 125  54.4 33.6 72.0 24.0 2.4 5.6  － 0.8 

35～39歳 152  51.3 40.8 61.8 29.6 5.9 5.3  0.7  －

40～44歳 140  57.1 45.7 26.4 37.1 5.7 8.6  6.4  2.1 

45～49歳 104  47.1 59.6 22.1 39.4 6.7 13.5  1.0  －

50～54歳 89  41.6 48.3 22.5 46.1 9.0 16.9  2.2  1.1 

55～59歳 114  41.2 51.8 20.2 50.0 5.3 15.8  1.8  0.9 

60～64歳 159  45.3 44.7 26.4 50.9 6.9 10.1  0.6  2.5 

65～69歳 143  49.0 44.8 21.7 53.1 4.2 13.3  1.4  1.4 

年
代
別 

70～74歳 122  44.3 40.2 13.9 54.1 6.6 17.2  4.1  2.5 
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◆須山、富岡で「医療費の支援・健診の充実」の割合が、企業団地で「子育

て支援体制の充実」の割合が 5 割以上 

◆富岡、深良、千福が丘で「高齢者・障害者支援の充実」の割合が 4 割以上 

◆市制に満足している人で「子育て支援体制の充実」、「高齢者・障害者支援

の充実」の割合が 4 割以上 
 

居住地区別でみると、他の地区に比べ、須山、富岡で「医療費の支援・健診の充実」

の割合が、企業団地で「子育て支援体制の充実」の割合が高く、5割以上となっていま

す。また、富岡、深良、千福が丘で「高齢者・障害者支援の充実」の割合が高く、4 割

以上となっています。 

市の政策に対する満足度別でみると、他に比べ、満足している人で「子育て支援体

制の充実」、「高齢者・障害者支援の充実」の割合が高く、4割以上となっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

医
療
費
の
支
援
・
健

診
の
充
実 

病
院
な
ど
地
域
医
療

施
設
の
充
実 

子
育
て
支
援
体
制
の

充
実 

高
齢
者
・
障
害
者
支

援
の
充
実 

人
権
教
育
の
充
実 

保
健
・
福
祉
施
設
の

充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

須山 72  56.9 44.4 34.7 36.1 6.9 8.3  － 2.8 

富岡 227  50.2 45.8 33.0 43.6 4.8 12.3  1.8  1.3 

深良 187  48.7 43.9 26.7 43.3 5.9 13.9  3.2  1.6 

東 356  47.2 44.1 37.9 38.5 6.5 11.2  1.7  1.7 

西 276  48.2 40.9 38.8 39.9 6.2 12.0  1.4  1.4 

千福が丘 90  48.9 48.9 32.2 41.1 － 10.0  4.4  －

居
住
地
区
別 

企業団地 32  43.8 43.8 56.3 31.3 6.3 － 3.1  －

満足している 33  36.4 27.3 54.5 45.5 6.1 15.2  3.0  3.0 

まあ満足している 471  50.7 41.6 38.2 38.9 5.1 11.9  1.7  1.5 

どちらともいえない 514  48.2 47.3 34.2 40.3 5.3 10.5  1.2  1.9 

やや不満である 187  46.0 46.5 27.8 41.2 6.4 13.4  3.7  1.1 

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別不満である 59  57.6 35.6 30.5 47.5 8.5 5.1  5.1  －
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問８ 今後、裾野市の「自然や環境の保全」分野のうち、特に推進することが必要と考

えるものを２つだけ選んで、○をつけてください。 

◆「ごみ収集、リサイクル対策、不法投棄対策の充実」が 5 割以上 
 

自然や環境の保全分野で特に推進するべき施策については、「ごみ収集、リサイクル

対策、不法投棄対策の充実」の割合が 53.2％と最も高く、次いで「森林や河川などの

自然環境の保全」の割合が 42.6％、「環境汚染からの安全性の確保」の割合が 34.6％

となっています。 

 

 N = 1292

％

ご
み
収
集

、
リ
サ
イ

ク
ル
対
策

、
不
法
投

棄
対
策
の
充
実

森
林
や
河
川
な
ど
の

自
然
環
境
の
保
全

環
境
汚
染
か
ら
の
安

全
性
の
確
保

公
園
や
緑
地

、
身
近

な
樹
林
な
ど
の
緑
化

の
推
進

街
並
み
の
景
観
の
充

実 清
掃
活
動
な
ど
の
環

境
美
化
活
動

そ
の
他

無
回
答

53.2

42.6

34.6
30.0

21.4

9.4

1.2 2.0

0

20

40

60

80

100 
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◆男性で「森林や河川などの自然環境の保全」の割合が高い 

◆女性で「環境汚染からの安全性の確保」の割合が高い 

◆20～24 歳、50～54 歳の 4 割以上が「環境汚染からの安全性の確保」 

◆40～44 歳、50～59 歳の約 6 割が「ごみ収集、リサイクル対策、不法

投棄対策の充実」 
 

男女別でみると、女性に比べ男性で、「森林や河川などの自然環境の保全」の割合が

高くなっています。また、男性に比べ女性で「環境汚染からの安全性の確保」の割合

が高くなっています。 

年代別でみると、他の年代に比べ、20～24 歳、50～54 歳で「環境汚染からの安全性

の確保」の割合が高く、4 割以上となっています。また、40～44 歳、50～54 歳、55～

59 歳で「ごみ収集、リサイクル対策、不法投棄対策の充実」の割合が高く、約 6 割と

なっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

森
林
や
河
川
な
ど
の
自
然
環

境
の
保
全 

街
並
み
の
景
観
の
充
実 

公
園
や
緑
地
、
身
近
な
樹
林

な
ど
の
緑
化
の
推
進 

ご
み
収
集
、
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
、
不
法
投
棄
対
策
の
充
実

環
境
汚
染
か
ら
の
安
全
性
の

確
保 

清
掃
活
動
な
ど
の
環
境
美
化

活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 601  46.4 21.3 28.5 53.1 30.1 10.1  1.5  2.3 性
別女性 678  39.2 21.4 31.6 53.7 38.8 8.8  0.9  1.3 

20～24歳 47  34.0 23.4 29.8 55.3 42.6 10.6  － 2.1 

25～29歳 83  39.8 25.3 45.8 45.8 28.9 6.0  2.4  －

30～34歳 125  36.8 27.2 42.4 52.0 24.8 9.6  0.8  0.8 

35～39歳 152  44.1 21.1 41.4 50.0 34.2 7.9  0.7  －

40～44歳 140  35.7 25.0 27.1 60.7 39.3 5.0  0.7  1.4 

45～49歳 104  41.3 24.0 19.2 58.7 36.5 16.3  1.0  1.0 

50～54歳 89  38.2 23.6 21.3 60.7 43.8 5.6  1.1  1.1 

55～59歳 114  48.2 15.8 20.2 62.3 27.2 13.2  1.8  3.5 

60～64歳 159  45.9 20.8 32.1 47.8 34.6 9.4  0.6  2.5 

65～69歳 143  49.7 14.7 25.2 49.0 39.2 10.5  0.7  4.2 

年
代
別 

70～74歳 122  47.5 18.0 25.4 48.4 34.4 9.8  3.3  2.5 
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◆須山で「森林や河川などの自然環境の保全」の割合が 5 割以上 

◆須山で「ごみ収集、リサイクル対策、不法投棄対策の充実」の割合が約 6

割 

◆どちらともいえない、やや不満である人で「街並みの景観の充実」の割合

が 2 割以上 
 

居住地区別でみると、須山で「森林や河川などの自然環境の保全」の割合が高く、5

割以上、「ごみ収集、リサイクル対策、不法投棄対策の充実」の割合が高く、約 6割と

なっています。また、東、西で「清掃活動などの環境美化活動」の割合が高く、約 1

割となっています。 

市の政策に対する満足度別でみると、他に比べ、どちらともいえない、やや不満で

ある人で「街並みの景観の充実」の割合が高く、2割以上となっています。また、不満

である人で「清掃活動などの環境美化活動」の割合が高く、1 割以上となっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

森
林
や
河
川
な
ど
の
自
然
環

境
の
保
全 

街
並
み
の
景
観
の
充
実 

公
園
や
緑
地
、
身
近
な
樹
林

な
ど
の
緑
化
の
推
進 

ご
み
収
集
、
リ
サ
イ
ク
ル
対

策
、
不
法
投
棄
対
策
の
充
実

環
境
汚
染
か
ら
の
安
全
性
の

確
保 

清
掃
活
動
な
ど
の
環
境
美
化

活
動 

そ
の
他 

無
回
答 

須山 72  54.2 13.9 22.2 61.1 34.7 5.6  － 2.8 

富岡 227  41.9 21.6 30.0 57.7 36.6 8.8  0.4  0.4 

深良 187  44.4 20.9 35.8 50.8 33.2 8.6  － 1.6 

東 356  44.1 21.3 30.3 50.3 34.0 10.1  1.4  2.2 

西 276  38.4 22.8 30.1 55.4 32.2 11.6  2.2  1.8 

千福が丘 90  38.9 20.0 25.6 54.4 37.8 6.7  2.2  3.3 

居
住
地
区
別 

企業団地 32  46.9 28.1 28.1 46.9 37.5 9.4  3.1  －

満足している 33  36.4 18.2 27.3 48.5 39.4 9.1  － 9.1 

まあ満足している 471  46.3 17.6 31.8 54.6 32.9 8.9  0.6  2.1 

どちらともいえない 514  40.1 22.8 29.4 54.5 36.2 9.9  0.8  1.4 

やや不満である 187  41.7 27.8 27.3 49.2 35.3 7.5  2.1  2.1 

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別不満である 59  44.1 18.6 25.4 47.5 37.3 13.6  6.8  1.7 
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問９ 今後、裾野市の「産業振興・雇用」分野のうち、特に推進することが必要と考え

るものを２つだけ選んで、○をつけてください。 

◆「雇用の場の確保など勤労者対策の充実」が約 5 割 
 

産業振興・雇用分野で特に推進するべき施策については、「雇用の場の確保など勤労

者対策の充実」の割合が 48.1％と最も高く、次いで「商店街や中心市街地の活性化」

の割合が 41.5％、「優良企業の誘致や新たな産業の育成支援」の割合が 27.6％となっ

ています。 

 

 
N = 1292

％

雇
用
の
場
の
確
保
な

ど
勤
労
者
対
策
の
充

実 商
店
街
や
中
心
市
街

地
の
活
性
化

優
良
企
業
の
誘
致
や

新
た
な
産
業
の
育
成

支
援

中
小
企
業
活
性
化
策

の
充
実

農
地
の
保
全
や
農
業

振
興
の
充
実

森
林
の
育
成
管
理
な

ど
林
業
振
興
の
充
実

観
光
資
源
の
発
掘
な

ど
観
光
振
興
の
充
実

催
し
も
の
や
観
光
イ

ベ
ン
ト
の
充
実

そ
の
他

無
回
答
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41.5
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◆男性で「優良企業の誘致や新たな産業の育成支援」の割合が高い 

◆女性で「商店街や中心市街地の活性化」、「雇用の場の確保など勤労者対策

の充実」の割合が高い 

◆55～59 歳の 6 割以上が「雇用の場の確保など勤労者対策の充実」 

◆70～74 歳の約 4 割が「優良企業の誘致や新たな産業の育成支援」 
 

男女別でみると、女性に比べ男性で、「優良企業の誘致や新たな産業の育成支援」の

割合が高くなっています。また、男性に比べ女性で「商店街や中心市街地の活性化」、

「雇用の場の確保など勤労者対策の充実」の割合が高くなっています。 

年代別でみると、他の年代に比べ、55～59 歳で「雇用の場の確保など勤労者対策の

充実」の割合が高く、6 割以上となっています。また、70～74 歳で「優良企業の誘致

や新たな産業の育成支援」の割合が高く、約 4割となっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

農
地
の
保
全
や
農
業

振
興
の
充
実 

森
林
の
育
成
管
理
な

ど
林
業
振
興
の
充
実 

優
良
企
業
の
誘
致
や

新
た
な
産
業
の
育
成

支
援 

中
小
企
業
活
性
化
策

の
充
実 

商
店
街
や
中
心
市
街

地
の
活
性
化 

男性 601 18.8 13.0 32.3 23.8  38.1 性
別女性 678 21.2 8.6 23.7 26.0  44.8 

20～24歳 47 17.0 12.8 27.7 34.0  44.7 

25～29歳 83 9.6 6.0 31.3 26.5  49.4 

30～34歳 125 20.0 4.0 23.2 26.4  49.6 

35～39歳 152 19.7 8.6 23.7 30.3  45.4 

40～44歳 140 21.4 8.6 27.9 25.0  41.4 

45～49歳 104 21.2 10.6 25.0 29.8  38.5 

50～54歳 89 16.9 12.4 24.7 27.0  46.1 

55～59歳 114 14.0 11.4 21.1 20.2  42.1 

60～64歳 159 25.8 13.2 28.3 20.8  34.6 

65～69歳 143 25.2 16.8 30.1 23.8  32.9 

年
代
別 

70～74歳 122 21.3 12.3 41.8 18.0  41.0 
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雇
用
の
場
の
確
保
な

ど
勤
労
者
対
策
の
充

実 観
光
資
源
の
発
掘
な

ど
観
光
振
興
の
充
実 

催
し
も
の
や
観
光
イ

ベ
ン
ト
の
充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

 

男性 44.3 10.5 9.0 0.8 3.0  性
別 女性 51.6 9.7 7.5 0.9 1.8  

20～24歳 34.0 14.9 10.6 － 2.1  

25～29歳 51.8 4.8 12.0 1.2 － 

30～34歳 42.4 9.6 16.8 1.6 1.6  

35～39歳 42.1 13.2 15.8 0.7 － 

40～44歳 53.6 7.9 7.9 0.7 2.1  

45～49歳 55.8 6.7 4.8 2.9 1.9  

50～54歳 58.4 6.7 4.5 － － 

55～59歳 64.9 9.6 4.4 － 5.3  

60～64歳 46.5 12.6 6.3 1.9 2.5  

65～69歳 39.9 12.6 4.2 － 5.6  

年
代
別 

70～74歳 40.2 10.7 3.3 0.8 3.3  
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◆富岡、千福が丘で「優良企業の誘致や新たな産業の育成支援」の割合が 3

割以上 

◆東、西で「商店街や中心市街地の活性化」の割合が 4 割以上 
 

居住地区別でみると、他の地区に比べ、富岡、千福が丘で「優良企業の誘致や新た

な産業の育成支援」の割合が高く、3割以上となっています。また、東、西で「商店街

や中心市街地の活性化」の割合が高く、4割以上となっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

農
地
の
保
全
や
農
業

振
興
の
充
実 

森
林
の
育
成
管
理
な

ど
林
業
振
興
の
充
実 

優
良
企
業
の
誘
致
や

新
た
な
産
業
の
育
成

支
援 

中
小
企
業
活
性
化
策

の
充
実 

商
店
街
や
中
心
市
街

地
の
活
性
化 

須山 72 15.3 11.1 27.8 19.4  31.9 

富岡 227 18.9 14.5 32.6 25.1  34.8 

深良 187 26.2 11.8 24.1 22.5  39.6 

東 356 19.4 8.7 24.4 26.7  47.8 

西 276 19.2 5.8 27.5 27.9  44.2 

千福が丘 90 20.0 18.9 38.9 14.4  38.9 

居
住
地
区
別 

企業団地 32 25.0 15.6 28.1 21.9  34.4 

 
 

雇
用
の
場
の
確
保
な

ど
勤
労
者
対
策
の
充

実 観
光
資
源
の
発
掘
な

ど
観
光
振
興
の
充
実 

催
し
も
の
や
観
光
イ

ベ
ン
ト
の
充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

 

須山 50.0 22.2 6.9 － 6.9  

富岡 50.7 9.7 8.4 1.3 0.9  

深良 47.1 9.1 9.6 1.6 2.7  

東 45.8 10.1 8.1 1.1 2.5  

西 50.7 10.1 7.6 0.4 1.8  

千福が丘 43.3 6.7 5.6 － 4.4  

居
住
地
区
別 

企業団地 56.3 6.3 9.4 3.1 － 
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◆市制に不満である人で「森林の育成管理など林業振興の充実」の割合が約

2 割 

◆まあ満足している、やや不満である人で「優良企業の誘致や新たな産業の

育成支援」の割合が約 3 割 

◆どちらともいえない、やや不満である人で「商店街や中心市街地の活性化」

の割合が 4 割以上 

◆まあ満足している、不満である人で「雇用の場の確保など勤労者対策の充

実」の割合が約 5 割 
 

市の政策に対する満足度別でみると、他に比べ、不満である人で「森林の育成管理

など林業振興の充実」の割合が高く、約 2 割となっています。また、まあ満足してい

る、やや不満である人で「優良企業の誘致や新たな産業の育成支援」の割合が約 3割、

どちらともいえない、やや不満である人で「商店街や中心市街地の活性化」の割合が 4

割以上、まあ満足している、不満である人で「雇用の場の確保など勤労者対策の充実」

の割合が約 5割と、それぞれ高くなっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

農
地
の
保
全
や
農
業

振
興
の
充
実 

森
林
の
育
成
管
理
な

ど
林
業
振
興
の
充
実 

優
良
企
業
の
誘
致
や

新
た
な
産
業
の
育
成

支
援 

中
小
企
業
活
性
化
策

の
充
実 

商
店
街
や
中
心
市
街

地
の
活
性
化 

満足している 33 9.1 15.2 27.3 33.3  33.3 

まあ満足している 471 22.3 10.0 29.5 24.6  38.9 

どちらともいえない 514 18.3 8.6 26.8 25.9  45.1 

やや不満である 187 20.3 12.3 28.9 21.4  41.7 

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別不満である 59 20.3 23.7 20.3 23.7  33.9 

 

 

雇
用
の
場
の
確
保
な

ど
勤
労
者
対
策
の
充

実 観
光
資
源
の
発
掘
な

ど
観
光
振
興
の
充
実 

催
し
も
の
や
観
光
イ

ベ
ン
ト
の
充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

 

満足している 45.5 6.1 9.1 － 9.1  

まあ満足している 49.9 10.2 7.0 0.8 2.5  

どちらともいえない 47.9 10.5 8.8 0.6 2.1  

やや不満である 46.0 8.6 9.1 2.1 2.7  

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別 不満である 52.5 11.9 6.8 1.7 1.7  
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問 10 今後、裾野市の「防災・防犯・交通安全」分野のうち、特に推進することが必要

と考えるものを２つだけ選んで、○をつけてください。 

◆「災害（地震・水害）に対する対策の充実」が 6 割以上 
 

防災・防犯・交通安全分野で特に推進するべき施策については、「災害（地震・水害）

に対する対策の充実」の割合が 66.4％と最も高く、次いで「消防・救急体制の充実」

の割合が 38.2％、「暴力や犯罪に対する防犯体制の充実」の割合が 38.2％となってい

ます。 

 

 N = 1292

％

災
害

（
地
震
・
水

害

）
に
対
す
る
対
策

の
充
実

消
防
・
救
急
体
制
の

充
実

暴
力
や
犯
罪
に
対
す

る
防
犯
体
制
の
充
実

安
全
安
心
な
消
費
者

保
護
対
策
の
充
実

交
通
安
全
対
策
の
充

実 そ
の
他

無
回
答

66.4

38.2 38.2

26.4
22.3

1.2 2.2

0

20

40

60

80

100 
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◆男性で、「暴力や犯罪に対する防犯体制の充実」の割合が高い 

◆20～24 歳、25～29 歳の 7 割以上が「災害（地震・水害）に対する対

策の充実」 

◆30～59 歳の 4 割以上が「消防・救急体制の充実」 

◆須山、富岡、西で「消防・救急体制の充実」の割合が 4 割以上 

◆企業団地で「災害（地震・水害）に対する対策の充実」の割合が約 8 割 
 

男女別でみると、女性に比べ男性で、「暴力や犯罪に対する防犯体制の充実」の割合

が高くなっています。 

年代別でみると、他の年代に比べ、20～24 歳、25～29 歳で「災害（地震・水害）に

対する対策の充実」の割合が高く、7 割以上となっています。また、30～34 歳、35～

39 歳、40～44 歳、45～49 歳、50～54 歳、55～59 歳で「消防・救急体制の充実」の割

合が高く、4割以上となっています。 

居住地区別でみると、須山、富岡、西で「消防・救急体制の充実」の割合が高く、4

割以上となっています。また、深良、東、西で「暴力や犯罪に対する防犯体制の充実」

の割合が約 4割、企業団地で「災害（地震・水害）に対する対策の充実」の割合が約 8

割と、それぞれ高くなっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

災
害
（
地
震
・
水
害
）

に
対
す
る
対
策
の
充

実 消
防
・
救
急
体
制
の

充
実 

暴
力
や
犯
罪
に
対
す

る
防
犯
体
制
の
充
実 

安
全
安
心
な
消
費
者

保
護
対
策
の
充
実 

交
通
安
全
対
策
の
充

実 そ
の
他 

無
回
答 

男性 601  63.6 36.8 42.3 23.6 24.0  1.5  2.5 性
別 女性 678  69.5 40.3 34.5 28.2 21.1  1.0  1.5 

20～24歳 47  78.7 23.4 40.4 27.7 23.4  2.1  2.1 

25～29歳 83  75.9 33.7 44.6 21.7 15.7  2.4  －

30～34歳 125  67.2 46.4 43.2 18.4 17.6  2.4  0.8 

35～39歳 152  66.4 43.4 34.9 23.7 29.6  1.3  －

40～44歳 140  67.1 40.7 40.0 15.7 30.7  0.7  1.4 

45～49歳 104  65.4 47.1 41.3 20.2 20.2  1.9  1.0 

50～54歳 89  65.2 43.8 38.2 24.7 22.5  － 1.1 

55～59歳 114  62.3 42.1 35.1 31.6 18.4  － 4.4 

60～64歳 159  69.8 28.3 37.1 36.5 18.2  1.3  2.5 

65～69歳 143  62.2 37.8 30.8 27.3 25.9  2.1  5.6 

年
代
別 

70～74歳 122  63.9 31.1 40.2 36.1 19.7  － 1.6 

須山 72  61.1 45.8 31.9 27.8 22.2  2.8  2.8 

富岡 227  67.8 41.0 31.7 30.0 24.7  1.3  0.4 

深良 187  68.4 31.6 39.0 24.1 28.3  0.5  2.7 

東 356  65.4 38.8 40.4 25.6 20.8  1.4  2.2 

西 276  64.9 40.6 40.2 25.4 21.4  1.4  1.8 

千福が丘 90  73.3 35.6 37.8 21.1 20.0  － 4.4 

居
住
地
区
別 

企業団地 32  81.3 34.4 31.3 25.0 25.0  3.1  －
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◆市制に満足している人で「消防・救急体制の充実」の割合が 4 割以上 

◆満足してないと感じている人ほど、「暴力や犯罪に対する防犯体制の充実」、

「交通安全対策の充実」の割合が高くなる傾向がある 
 

市の政策に対する満足度別でみると、他に比べ、満足している人で「消防・救急体

制の充実」の割合が高く、4割以上となっています。また、満足してないと感じている

人ほど、「暴力や犯罪に対する防犯体制の充実」、「交通安全対策の充実」の割合が高く

なる傾向がみられます。 

 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

災
害
（
地
震
・
水
害
）

に
対
す
る
対
策
の
充

実 消
防
・
救
急
体
制
の

充
実 

暴
力
や
犯
罪
に
対
す

る
防
犯
体
制
の
充
実 

安
全
安
心
な
消
費
者

保
護
対
策
の
充
実 

交
通
安
全
対
策
の
充

実 そ
の
他 

無
回
答 

満足している 33  60.6 42.4 33.3 24.2 18.2  － 9.1 

まあ満足している 471  67.5 38.9 38.6 25.9 21.7  1.1  1.9 

どちらともいえない 514  68.3 39.3 36.0 27.2 21.6  1.2  1.8 

やや不満である 187  62.6 36.4 43.3 24.6 23.0  2.7  2.1 

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別不満である 59  49.2 35.6 49.2 27.1 30.5  － 3.4 
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問 11 今後、裾野市の「都市基盤整備・生活環境整備」分野のうち、特に推進すること

が必要と考えるものを２つだけ選んで、○をつけてください。 

◆「鉄道・バスなどの公共交通機関の充実」が 4 割以上 
 

都市基盤整備・生活環境整備分野で特に推進するべき施策については、「鉄道・バス

などの公共交通機関の充実」の割合が 47.9％と最も高く、次いで「商店街の活性化や

基盤整備など中心市街地の整備」の割合が 35.9％、「渋滞解消など道路整備の充実」の

割合が 35.3％となっています。 

 

 N = 1292

％

鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の

公
共
交
通
機
関
の
充

実 商
店
街
の
活
性
化
や

基
盤
整
備
な
ど
中
心

市
街
地
の
整
備

渋
滞
解
消
な
ど
道
路

整
備
の
充
実

下
水
道
や
生
活
排
水

処
理
な
ど
の
充
実

安
全
で
安
定
的
な
上

水
道
の
確
保

公
営
住
宅
や
住
宅
用

地
の
供
給

コ
ミ
ニ

ュ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー

な
ど
公
共
施
設

の
充
実

そ
の
他

無
回
答

47.9

35.9 35.3

27.5

17.6 16.8

8.1

2.2 2.3

0

20

40

60 
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◆男性で「渋滞解消など道路整備の充実」の割合が高い 

◆20～29 歳の 4 割以上が「渋滞解消など道路整備の充実」 

◆20～29 歳の約 7 割が「鉄道・バスなどの公共交通機関の充実」 
 

男女別でみると、女性に比べ男性で、「渋滞解消など道路整備の充実」の割合が高く

なっています。 

年代別でみると、他の年代に比べ、20～24 歳、25～29 歳で「渋滞解消など道路整備

の充実」の割合が 4割以上、「鉄道・バスなどの公共交通機関の充実」の割合が約 7割

と、それぞれ高くなっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

渋
滞
解
消
な
ど
道
路
整
備
の

充
実 

鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
の
充
実 

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
な

ど
公
共
施
設
の
充
実 

公
営
住
宅
や
住
宅
用
地
の
供

給 商
店
街
の
活
性
化
や
基
盤
整

備
な
ど
中
心
市
街
地
の
整
備

安
全
で
安
定
的
な
上
水
道
の

確
保 

下
水
道
や
生
活
排
水
処
理
な

ど
の
充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

男性 601  40.6 45.1 7.7 15.8 33.3 18.1 27.8  2.3  2.5 性
別女性 678  30.5 50.6 8.6 17.3 38.8 17.6 27.4  2.2  1.8 

20～24歳 47  46.8 68.1 19.1 10.6 27.7 12.8 6.4  2.1  2.1 

25～29歳 83  49.4 67.5 6.0 19.3 34.9 6.0 7.2  2.4  －

30～34歳 125  36.8 56.0 9.6 17.6 42.4 15.2 15.2  3.2  0.8 

35～39歳 152  32.2 44.1 9.9 24.3 38.2 23.0 24.3  2.0  －

40～44歳 140  29.3 54.3 7.9 14.3 35.7 15.0 32.9  4.3  1.4 

45～49歳 104  39.4 51.9 7.7 5.8 36.5 16.3 26.9  5.8  1.9 

50～54歳 89  24.7 52.8 11.2 16.9 46.1 14.6 27.0  2.2  －

55～59歳 114  38.6 39.5 3.5 20.2 34.2 21.9 31.6  0.9  3.5 

60～64歳 159  32.1 40.9 4.4 17.0 35.8 20.1 36.5  1.3  3.1 

65～69歳 143  33.6 37.8 9.1 16.1 30.8 23.1 37.1  － 5.6 

年
代
別 

70～74歳 122  37.7 40.2 7.4 13.9 33.6 18.0 34.4  1.6  3.3 
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◆須山で「渋滞解消など道路整備の充実」の割合が 5 割以上 

◆東、西で「商店街の活性化や基盤整備など中心市街地の整備」の割合が約

4 割 

◆企業団地で「公営住宅や住宅用地の供給」の割合が 4 割以上 

◆市制に満足している人で商店街の活性化や基盤整備など中心市街地の整

備」の割合が 4 割以上 

◆市制にやや不満である人で「渋滞解消など道路整備の充実」の割合が 4 割

以上 

◆市制に不満である人で「下水道や生活排水処理などの充実」の割合が約 4

割 
 

居住地区別でみると、須山で「渋滞解消など道路整備の充実」の割合が、須山、深

良、千福が丘で「鉄道・バスなどの公共交通機関の充実」の割合が高く、それぞれ 5

割以上となっています。また、東、西で「商店街の活性化や基盤整備など中心市街地

の整備」の割合が約 4 割、企業団地で「公営住宅や住宅用地の供給」の割合が 4 割以

上と、それぞれ高くなっています。 

市の政策に対する満足度別でみると、他に比べ、満足している人で「コミニュティ

センターなど公共施設の充実」の割合が 1割以上、「商店街の活性化や基盤整備など中

心市街地の整備」の割合が約 4 割と、それぞれ高くなっています。また、やや不満で

ある人で「渋滞解消など道路整備の充実」の割合が、不満である人で「下水道や生活

排水処理などの充実」の割合が高く、それぞれ 4割以上となっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

渋
滞
解
消
な
ど
道
路
整
備

の
充
実 

鉄
道
・
バ
ス
な
ど
の
公
共
交

通
機
関
の
充
実 

コ
ミ
ニ
ュ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

な
ど
公
共
施
設
の
充
実 

公
営
住
宅
や
住
宅
用
地
の

供
給 

商
店
街
の
活
性
化
や
基
盤

整
備
な
ど
中
心
市
街
地
の

整
備

安
全
で
安
定
的
な
上
水
道

の
確
保 

下
水
道
や
生
活
排
水
処
理

な
ど
の
充
実 

そ
の
他 

無
回
答 

須山 72  58.3 54.2 6.9 5.6 33.3 9.7 18.1  1.4  4.2 

富岡 227  38.8 48.5 7.0 18.9 34.8 17.6 27.3  2.2  0.9 

深良 187  33.2 57.8 5.9 18.7 26.2 18.7 29.9  1.1  2.1 

東 356  35.7 42.4 9.3 18.0 42.7 16.6 23.9  2.0  3.1 

西 276  30.4 42.8 10.1 16.3 42.0 19.2 27.9  3.6  1.4 

千福が丘 90  16.7 53.3 6.7 6.7 27.8 22.2 51.1  3.3  3.3 

居
住
地
区
別 

企業団地 32  50.0 65.6 9.4 25.0 21.9 15.6 9.4  3.1  －

満足している 33  30.3 33.3 15.2 18.2 42.4 18.2 21.2  － 9.1 

まあ満足している 471  34.4 46.7 8.7 15.7 36.9 20.8 26.1  1.5  2.8 

どちらともいえない 514  35.4 52.3 8.2 16.3 37.7 15.6 26.7  1.6  1.6 

やや不満である 187  40.1 41.7 6.4 17.6 32.6 15.0 31.0  4.3  2.1 

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別 不満である 59  28.8 49.2 5.1 23.7 22.0 16.9 39.0  8.5  1.7 
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問 12 今後、裾野市の「教育・文化・スポーツ」分野のうち、特に推進することが必要

と考えるものを２つだけ選んで、○をつけてください。 

◆「小中学校教育の充実」が 4 割以上 
 

教育・文化・スポーツ分野で特に推進するべき施策については、「小中学校教育の充

実」の割合が 45.7％と最も高く、次いで「幼稚園や保育園など幼児教育の充実」の割

合が 41.1％、「図書館、スポーツ施設、レクレーション施設などの充実」の割合が 38.9％

となっています。 

 

 N = 1292

％

小
中
学
校
教
育
の
充

実 幼
稚
園
や
保
育
園
な

ど
幼
児
教
育
の
充
実

図
書
館

、
ス
ポ
ー

ツ

施
設

、
レ
ク
レ
ー

シ

ョ
ン
施
設
な
ど
の

充
実

青
少
年
健
全
育
成
の

充
実

文
化
や
伝
統
芸
能

、

祭
り
な
ど
の
保
存
・

継
承

ス
ポ
ー

ツ
や
レ
ク

レ
ー

シ

ョ
ン
活
動
の

支
援
・
振
興

そ
の
他

無
回
答

45.7

41.1
38.9

26.5

21.3

14.8

2.8 2.7
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40

60 
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◆男性で「スポーツやレクレーション活動の支援・振興」の割合が高い 

◆20～24 歳の 5 割以上が「図書館、スポーツ施設、レクレーション施設な

どの充実」 

◆25～39 歳の 5 割以上が「幼稚園や保育園など幼児教育の充実」 

◆30～49 歳の 5 割以上が「小中学校教育の充実」 

◆65～74 歳の 4 割以上が「青少年健全育成の充実」 
 

男女別でみると、女性に比べ男性で、「スポーツやレクレーション活動の支援・振興」

の割合が高くなっています。 

年代別でみると、他の年代に比べ、20～24 歳で「図書館、スポーツ施設、レクレー

ション施設などの充実」の割合が、25～29 歳、30～34 歳 35～39 歳で「幼稚園や保育

園など幼児教育の充実」の割合が、30～34 歳、35～39 歳、40～44 歳、45～49 歳で「小

中学校教育の充実」の割合が高く、それぞれ 5 割以上となっています。また、65～69

歳、70～74 歳で「青少年健全育成の充実」の割合が高く、4割以上となっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
幼
児

教
育
の
充
実 

小
中
学
校
教
育
の
充
実 

青
少
年
健
全
育
成
の
充
実 

文
化
や
伝
統
芸
能
、
祭
り
な

ど
の
保
存
・
継
承 

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
支
援
・
振
興 

図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど

の
充
実

そ
の
他 

無
回
答 

男性 601  40.1 43.8 25.6 20.8 18.8 39.3  2.2  3.0 性
別女性 678  42.6 47.6 27.6 21.4 11.1 38.8  3.4  2.1 

20～24歳 47  40.4 25.5 23.4 23.4 27.7 55.3  － 2.1 

25～29歳 83  53.0 41.0 12.0 14.5 24.1 44.6  4.8  －

30～34歳 125  62.4 52.0 8.0 16.0 9.6 44.8  3.2  0.8 

35～39歳 152  51.3 60.5 12.5 19.7 14.5 38.2  2.0  －

40～44歳 140  32.9 56.4 20.0 20.7 12.9 49.3  2.9  1.4 

45～49歳 104  31.7 50.0 29.8 16.3 18.3 44.2  3.8  1.0 

50～54歳 89  39.3 49.4 32.6 19.1 14.6 39.3  － 1.1 

55～59歳 114  39.5 29.8 28.9 30.7 14.9 42.1  － 4.4 

60～64歳 159  40.3 43.4 33.3 24.5 10.1 33.3  3.8  3.1 

65～69歳 143  32.9 38.5 42.0 23.8 10.5 31.5  2.8  7.7 

年
代
別 

70～74歳 122  32.8 40.2 45.1 22.1 19.7 21.3  5.7  4.1 
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◆富岡で「小中学校教育の充実」の割合が 5 割以上 

◆深良、東で「青少年健全育成の充実」の割合が約 3 割 

◆企業団地で「幼稚園や保育園など幼児教育の充実」の割合が約 7 割 

◆市制に満足している、まあ満足している、不満である人で「小中学校教育

の充実」の割合が約 5 割 

◆どちらともいえない人で「図書館、スポーツ施設、レクレーション施設な

どの充実」の割合が約 4 割 
 

居住地区別でみると、他の地区に比べ、富岡で「小中学校教育の充実」の割合が高

く、5割以上となっています。また、深良、東で「青少年健全育成の充実」の割合が約

3割、企業団地で「幼稚園や保育園など幼児教育の充実」の割合が約 7割と、それぞれ

高くなっています。 

市の政策に対する満足度別でみると、他に比べ、市制に満足している、まあ満足し

ている、不満である人で「小中学校教育の充実」の割合が高く、約 5 割となっていま

す。また、どちらともいえない人で「図書館、スポーツ施設、レクレーション施設な

どの充実」の割合が高く、約 4割となっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

幼
稚
園
や
保
育
園
な
ど
幼
児

教
育
の
充
実 

小
中
学
校
教
育
の
充
実 

青
少
年
健
全
育
成
の
充
実 

文
化
や
伝
統
芸
能
、
祭
り
な

ど
の
保
存
・
継
承 

ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク
レ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
支
援
・
振
興 

図
書
館
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
、

レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
な
ど

の
充
実

そ
の
他 

無
回
答 

須山 72  38.9 36.1 26.4 23.6 16.7 37.5  5.6  5.6 

富岡 227  39.6 54.2 26.0 18.5 16.3 38.3  1.3  0.9 

深良 187  40.6 48.1 29.9 19.3 11.8 35.8  2.1  4.8 

東 356  38.2 47.2 31.2 23.6 12.4 37.6  1.7  2.8 

西 276  47.1 42.8 19.9 20.7 16.7 41.3  4.7  1.4 

千福が丘 90  33.3 43.3 24.4 23.3 18.9 40.0  4.4  3.3 

居
住
地
区
別 

企業団地 32  68.8 31.3 21.9 18.8 6.3 50.0  3.1  －

満足している 33  42.4 54.5 18.2 18.2 9.1 36.4  － 9.1 

まあ満足している 471  41.6 49.5 28.0 20.4 13.2 36.1  2.3  2.5 

どちらともいえない 514  41.4 43.2 25.7 22.0 15.4 43.0  2.5  1.9 

やや不満である 187  42.8 38.0 27.3 20.9 18.7 38.0  3.7  3.2 

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別不満である 59  33.9 50.8 28.8 25.4 13.6 32.2  6.8  1.7 
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問 13 今後の裾野市のまちづくりにとって市民活動はとても重要になると思われます

が、どのような活動に参加できますか。該当するものを選んで、○をつけてくだ

さい。 

◆「ごみの分別、減量化や買い物時のマイバック持参」が 7 割以上 
 

参加できる市民活動については、「ごみの分別、減量化や買い物時のマイバック持参」

の割合が 74.5％と最も高く、次いで「地域の公共施設（道路・河川・公園など）の清

掃活動」の割合が 45.7％、「災害時（地震・水害・火災）の自主防災活動や防災訓練へ

の参加」の割合が 33.5％となっています。 

 

 
N = 1292

％

ご
み
の
分
別

、
減
量
化
や
買
い
物
時
の

マ
イ
バ

ッ
ク
持
参

地
域
の
公
共
施
設

（
道
路
・
河
川
・
公

園
な
ど

）
の
清
掃
活
動

災
害
時

（
地
震
・
水
害
・
火
災

）
の
自

主
防
災
活
動
や
防
災
訓
練
へ
の
参
加

地
域
の
1
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
を
守
る

見
回
り
活
動

地
域
の
子
ど
も
や
高
齢
者
を
守
る
交
通

安
全
活
動

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
防
犯

活
動

地
域
の
子
ど
も
の
安
全
確
保
の
た
め
の

下
校
時
パ
ト
ロ
ー

ル
活
動

地
域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
活
動

富
士
山
な
ど
で
の
環
境
保
全
活
動
へ
の

参
加

地
域
の
ス
ポ
ー

ツ
や
文
化
の
振
興
の
た

め
の
活
動

地
域
の
振
興
の
た
め
の
行
事
・
イ
ベ
ン

ト
の
企
画
・
参
加

市
の
委
員
会
や
ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ
プ
に
参

加
し
て
ア
イ
デ
ア
を
提
供

そ
の
他

無
回
答

74.5

45.7

33.5

19.6 18.5 18.3 17.1 16.2 15.2 14.7 14.6

6.0
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◆男性で「地域のスポーツや文化の振興のための活動」の割合が高い 

◆女性で「ごみの分別、減量化や買い物時のマイバック持参」、「地域の 1 人

暮らしの高齢者を守る見回り活動」、「地域における子育て支援活動」、「地

域の子どもの安全確保のための下校時パトロール活動」の割合が高い 

◆35～44 歳、50～54 歳の 8 割以上が「ごみの分別、減量化や買い物時

のマイバック持参」 

◆20～39 歳で「地域における子育て支援活動」の割合が、35～44 歳、

65～69 歳で「地域の子どもの安全確保のための下校時パトロール活動」

の割合が 2 割以上 

◆60～74 歳の約 3 割が「地域の 1 人暮らしの高齢者を守る見回り活動」 
 

男女別でみると、女性に比べ男性で、「地域のスポーツや文化の振興のための活動」

の割合が高くなっています。また、男性に比べ女性で、「ごみの分別、減量化や買い物

時のマイバック持参」、「地域の 1 人暮らしの高齢者を守る見回り活動」、「地域におけ

る子育て支援活動」、「地域の子どもの安全確保のための下校時パトロール活動」の割

合が高くなっています。 

年代別でみると、他の年代に比べ、35～39 歳、40～44 歳、50～54 歳で「ごみの分別、

減量化や買い物時のマイバック持参」の割合が高く、8 割以上となっています、また、

20～24 歳、25～29 歳、30～34 歳、35～39 歳で「地域における子育て支援活動」の割

合が、35～39 歳、40～44 歳、65～69 歳で「地域の子どもの安全確保のための下校時パ

トロール活動」の割合が、それぞれ 2 割以上となっています。また、60～64 歳、65～

69 歳、70～74 歳で「地域の 1人暮らしの高齢者を守る見回り活動」の割合が約 3割と

なっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

地
域
の
公
共
施
設(

 

道

路
・
河
川
・
公
園
な
ど) 

の
清
掃
活
動 

富
士
山
な
ど
で
の
環
境

保
全
活
動
へ
の
参
加 

ご
み
の
分
別
、
減
量
化
や

買
い
物
時
の
マ
イ
バ
ッ

ク
持
参 

災
害
時
（
地
震
・
水
害
・

火
災
）
の
自
主
防
災
活
動

や
防
災
訓
練
へ
の
参
加 

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
防
犯
活
動 

地
域
の
子
ど
も
や
高
齢

者
を
守
る
交
通
安
全
活

動 地
域
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
守
る
見
回
り

活
動 

男性 601  46.6 18.1 66.1 30.6 19.8  18.0  14.3 性
別女性 678  45.4 12.8 82.7 36.1 17.0  18.9  24.0 

20～24歳 47  34.0 17.0 70.2 25.5 12.8  17.0  10.6 

25～29歳 83  27.7 21.7 65.1 22.9 8.4  13.3  3.6 

30～34歳 125  33.6 16.8 77.6 19.2 14.4  21.6  8.8 

35～39歳 152  46.1 21.1 84.9 27.0 17.8  15.8  14.5 

40～44歳 140  45.0 17.9 82.9 37.1 20.0  19.3  20.0 

45～49歳 104  58.7 14.4 76.9 32.7 17.3  18.3  12.5 

50～54歳 89  47.2 12.4 80.9 47.2 25.8  18.0  20.2 

55～59歳 114  53.5 14.9 77.2 34.2 18.4  10.5  20.2 

60～64歳 159  46.5 10.1 74.2 39.6 22.6  22.0  28.9 

65～69歳 143  51.7 14.7 63.6 38.5 22.4  25.2  28.0 

年
代
別 

70～74歳 122  50.0 9.0 65.6 38.5 13.1  16.4  31.1 
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地
域
の
振
興
の
た
め
の

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
参
加 

地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
活
動 

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
の
振
興
の
た
め
の
活

動 地
域
の
子
ど
も
の
安
全

確
保
の
た
め
の
下
校
時

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動 

市
の
委
員
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

ア
イ
デ
ア
を
提
供 

そ
の
他 

無
回
答 

 

男性 16.3  12.0 18.3 13.5 6.7 0.3  2.5  性
別 女性 13.3  19.8 11.5 20.4 5.3 1.2  1.6  

20～24歳 23.4  23.4 23.4 17.0 6.4 － 2.1  

25～29歳 15.7  20.5 16.9 12.0 3.6 － －  

30～34歳 16.0  28.0 12.8 18.4 8.8 0.8  0.8  

35～39歳 15.1  20.4 16.4 20.4 4.6 0.7  0.7  

40～44歳 12.9  14.3 14.3 20.7 6.4 2.1  1.4  

45～49歳 16.3  12.5 11.5 18.3 9.6 － 1.9  

50～54歳 14.6  18.0 25.8 14.6 7.9 1.1  －  

55～59歳 19.3  10.5 20.2 11.4 6.1 1.8  4.4  

60～64歳 17.0  15.7 10.1 17.0 6.9 － 2.5  

65～69歳 9.1  11.2 12.6 20.3 2.8 － 5.6  

年
代
別 

70～74歳 9.0  8.2 8.2 13.1 3.3 1.6  1.6  
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◆須山、企業団地で「富士山などでの環境保全活動への参加」の割合が 2 割

以上 

◆富岡、千福が丘で「地域の 1 人暮らしの高齢者を守る見回り活動」の割

合が 2 割以上 

◆富岡で「地域の子どもの安全確保のための下校時パトロール活動」の割合

が 2 割以上 

◆東、西で「地域の防犯パトロールなどの防犯活動」の割合が 2 割以上 
 

居住地区別でみると、他の地区に比べ、須山、企業団地で「富士山などでの環境保

全活動への参加」の割合が、富岡、千福が丘で「地域の 1 人暮らしの高齢者を守る見

回り活動」の割合が、富岡で「地域の子どもの安全確保のための下校時パトロール活

動」の割合が、東、西で「地域の防犯パトロールなどの防犯活動」の割合が高く、そ

れぞれ 2割以上となっています。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

地
域
の
公
共
施
設(

 

道

路
・
河
川
・
公
園
な
ど) 

の
清
掃
活
動 

富
士
山
な
ど
で
の
環
境

保
全
活
動
へ
の
参
加 

ご
み
の
分
別
、
減
量
化
や

買
い
物
時
の
マ
イ
バ
ッ

ク
持
参 

災
害
時
（
地
震
・
水
害
・

火
災
）
の
自
主
防
災
活
動

や
防
災
訓
練
へ
の
参
加 

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
防
犯
活
動 

地
域
の
子
ど
も
や
高
齢

者
を
守
る
交
通
安
全
活

動 地
域
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
守
る
見
回
り

活
動 

須山 72  50.0 20.8 77.8 36.1 12.5  9.7  16.7 

富岡 227  48.0 12.3 76.7 37.4 18.5  24.7  20.7 

深良 187  48.7 12.3 72.7 38.5 13.9  14.4  19.3 

東 356  46.6 14.6 75.8 34.0 20.5  19.9  21.9 

西 276  45.3 17.0 73.9 30.1 23.2  19.2  17.0 

千福が丘 90  44.4 16.7 77.8 27.8 14.4  17.8  20.0 

居
住
地
区
別 

企業団地 32  31.3 28.1 75.0 31.3 6.3  9.4  9.4 

 

 

地
域
の
振
興
の
た
め
の

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
参
加 

地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
活
動 

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
の
振
興
の
た
め
の
活

動 地
域
の
子
ど
も
の
安
全

確
保
の
た
め
の
下
校
時

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動 

市
の
委
員
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

ア
イ
デ
ア
を
提
供 

そ
の
他 

無
回
答 

 

須山 20.8  12.5 20.8 5.6 5.6 1.4  2.8  

富岡 15.0  15.0 12.8 22.9 5.3 0.4  0.4  

深良 15.5  19.8 14.4 11.8 3.7 0.5  2.1  

東 13.2  18.0 13.8 18.8 5.9 0.8  2.2  

西 15.2  14.5 15.6 19.9 6.9 1.4  2.5  

千福が丘 12.2  12.2 21.1 13.3 12.2 － 3.3  

居
住
地
区
別 

企業団地 9.4  12.5 － 12.5 3.1 － －  
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市の政策に対する満足度別でみると、市制による満足度による傾向は見られません

でした。 

 
 単位：％ 

 

有
効
回
答
数
（
件
） 

地
域
の
公
共
施
設(

 

道

路
・
河
川
・
公
園
な
ど) 

の
清
掃
活
動 

富
士
山
な
ど
で
の
環
境

保
全
活
動
へ
の
参
加 

ご
み
の
分
別
、
減
量
化
や

買
い
物
時
の
マ
イ
バ
ッ

ク
持
参 

災
害
時
（
地
震
・
水
害
・

火
災
）
の
自
主
防
災
活
動

や
防
災
訓
練
へ
の
参
加 

地
域
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
な
ど
の
防
犯
活
動 

地
域
の
子
ど
も
や
高
齢

者
を
守
る
交
通
安
全
活

動 地
域
の
一
人
暮
ら
し
の

高
齢
者
を
守
る
見
回
り

活
動 

満足している 33  45.5 24.2 66.7 36.4 27.3  27.3  21.2 

まあ満足している 471  49.0 14.2 78.3 35.0 18.5  20.2  18.7 

どちらともいえない 514  45.5 15.8 74.5 33.7 16.3  17.7  19.5 

やや不満である 187  44.4 15.5 69.0 31.0 19.3  16.6  21.9 

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別不満である 59  33.9 13.6 69.5 30.5 27.1  15.3  22.0 

 

 

地
域
の
振
興
の
た
め
の

行
事
・
イ
ベ
ン
ト
の
企

画
・
参
加 

地
域
に
お
け
る
子
育
て

支
援
活
動 

地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
や
文

化
の
振
興
の
た
め
の
活

動 地
域
の
子
ど
も
の
安
全

確
保
の
た
め
の
下
校
時

パ
ト
ロ
ー
ル
活
動 

市
の
委
員
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
て

ア
イ
デ
ア
を
提
供 

そ
の
他 

無
回
答 

 

満足している 21.2  18.2 24.2 33.3 12.1 3.0  9.1  

まあ満足している 12.5  18.5 14.4 19.3 4.2 0.2  2.1  

どちらともいえない 14.2  15.6 14.8 16.7 4.7 0.6  1.8  

やや不満である 19.8  13.4 16.6 9.1 10.7 1.1  2.1  

市
の
政
策
に
対
す
る
満
足
度
別不満である 11.9  11.9 6.8 20.3 13.6 5.1  1.7  
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Ⅳ 参考資料 

１ 裾野市の取り組みに対する評価と重要度の経年変化 

（１）裾野市の取り組みに対する評価 

１ 心身ともに健康で充実した生活を送る 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

6.9

7.6

8.7

7.7

39.1

44.9

44.6

48.8

45.6

34.1

30.4

29.0

28.9

29.7

9.1

12.6

12.3

8.6

8.8

6.5

4.9

4.3

3.6

2.9

2.8

3.4

4.8

2.1

3.7

3.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 必要な時に適切な医療が受けられる 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

11.8

8.9

13.7

11.9

12.5

39.1

42.9

44.2

46.9

43.2

24.1

24.2

20.4

22.0

21.9

14.9

15.0

14.4

13.7

13.0

6.1

5.3

3.8

3.9

5.8

4.1

3.2

3.3

1.8

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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３ スポーツを習慣にした生活を送る 

 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

13.7

15.3

17.2

17.3

19.4

55.2

51.8

52.9

55.6

53.3

12.8

15.4

15.4

14.6

15.5

5.2 9.4

8.1

4.8

3.1

4.1

3.2

2.4

3.7

6.8

6.6

5.3

4.0

4.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

４ 高齢者が自立して元気に生き生き暮らす 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1245

18.5

21.1

26.2

23.3

20.5

53.3

51.0

44.0

50.3

53.3

12.5

14.8

16.4

16.8

13.7

7.4

6.2

5.6

3.7

2.5

4.3

2.6

2.9 4.0

4.8

5.1

4.3

4.6

3.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 障害のある人の社会参加と自立 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

9.0

8.6

11.5

12.8

11.2

61.3

61.4

60.1

62.7

65.3

13.3

14.2

15.5

13.9

13.2

9.8

8.5

6.0

5.4

2.2

1.3

2.0

1.3

1.0 3.9

6.0

4.9

6.1

4.3

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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６ 地域住民が共に支えあって暮らす 

 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

24.2

26.3

30.2

30.8

29.9

47.5

45.8

43.1

45.0

45.0

12.1

14.3

14.2

14.6

12.8

8.0

5.7

4.2

4.3

4.3

3.2

4.2 3.9

4.6

3.8

2.9

3.8

2.3

4.4

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

７ 安心して子育てと就労が両立できる 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

13.6

13.9

20.2

26.2

21.1

47.9

45.1

45.6

44.3

44.3

18.5

20.2

18.6

16.3

19.4

6.9 10.2

9.0

6.5

5.9

2.3

3.5

2.7

2.0

2.9

9.8

6.4

6.2

7.0

3.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 人間性豊かな子どもを育てる教育 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

15.6

16.8

21.8

25.6

23.4

47.0

45.1

45.2

47.6

48.4

18.6

20.9

17.0

15.6

16.1

7.0 9.5

8.1

6.3

5.6

2.1

2.8

3.0

2.3

1.7

4.5

4.8

6.6

7.3

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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９ 生涯学習や文化活動の機会や場所 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

15.2

16.9

22.9

26.8

26.6

51.1

49.4

46.7

50.0

47.0

16.5

17.5

18.4

14.3

14.3

6.0 9.1

8.1

5.5

3.6

3.1

2.5

1.3

2.1

6.8

4.0

3.3

3.8

4.7

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

10 次世代を担う健全な青少年を育てる 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

10.8

11.0

15.9

17.7

16.2

53.4

51.4

52.0

58.3

58.4

19.0

22.2

17.5

15.0

15.0

5.5 9.9

8.3

6.3

5.3

1.6

1.6

2.0

1.0

1.4

6.1

6.3

4.5

3.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 地域コミュニティ活動の活発化 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

13.8

15.6

19.8

23.6

21.4

59.0

56.8

54.6

57.2

57.6

12.9

15.6

14.3

11.8

11.6

9.3

7.6

5.5

1.5

1.8

2.6

1.3

1.8 3.2

3.0

3.2

2.8

3.4

4.5

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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12 恵まれた自然景観の活用 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

6.0

5.5

7.4

21.6

27.7

28.5

32.1

32.9

44.3

37.8

38.3

38.8

37.5

16.1

17.2

16.6

15.8

13.9

8.5

6.4

5.4

4.9

4.7 4.8

6.0

5.1

5.4

4.0

4.3

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

13 ごみ不法投棄や公害への対策 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

16.1

17.3

18.5

22.6

26.2

33.9

34.7

34.4

37.7

40.7

26.8

28.5

26.7

24.3

20.7

13.9 7.3

5.3

3.2

2.3

2.2

1.9

2.1

12.7

13.0

10.8

6.9

4.8

2.3

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 リサイクル活動 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

5.7

5.6

5.0

31.8

39.5

35.9

40.1

44.0

38.7

37.0

37.3

39.6

36.5

12.5

11.4

13.7

10.5

9.8

7.9

5.9

4.8

4.3

4.7

3.4

1.6

2.6

3.5

2.2

2.6

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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15 身近な緑の環境 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

9.4

7.6

8.0

8.5

10.1

35.0

39.9

39.9

43.5

42.6

34.1

33.3

33.0

32.0

33.0

10.8

10.0

10.6

10.4

8.3

7.3

5.8

2.2

3.3

3.7

3.4

3.4

4.8

2.2

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

16 きれいな川を守り、水に親しむ 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292 5.7

21.3

27.6

27.2

29.6

31.3

38.4

37.9

37.4

40.7

40.9

21.9

20.5

20.4

17.2

15.0

7.1 6.9

5.6

4.8

4.2

4.1

3.4

4.3

4.9

6.1

6.4

3.9

3.1

1.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17 山や川の災害を防ぐ 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

20.6

24.1

22.5

25.5

27.5

51.9

50.6

43.5

50.8

52.2

11.4

13.2

19.0

13.4

10.3

8.6

6.9

5.7

3.0

2.3

2.8

3.0

3.6 3.4

5.0

6.6

2.9

4.5

3.0

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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18 上・下水道事業 

 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

5.1

20.7

24.2

23.8

24.9

26.9

40.5

38.9

40.1

41.1

42.6

18.1

18.5

17.5

17.9

14.6

8.1 8.8

5.9

5.6

4.3

4.0

3.9

3.3

9.3

7.9

9.9

8.7 2.9

2.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

19 裾野の顔となる拠点市街地の整備 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

6.4

6.2

7.7

8.1

9.4

37.5

38.7

39.6

38.5

39.9

27.7

28.2

28.6

30.4

29.2

19.1 8.1

6.0

5.2

1.2

1.0

1.5

1.0

0.9

19.8

17.4

19.7

17.2 3.5

2.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 誰もが住みやすい住環境の整備 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

12.4

15.2

16.6

18.2

19.7

44.6

42.5

45.9

44.0

43.8

24.0

24.6

22.4

24.1

22.6

8.9 8.1

6.2

5.4

2.1

1.3

2.0

0.8

1.8

10.7

7.8

10.1

8.6 3.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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21 適切な土地利用がされている 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

5.6

5.6

7.1

6.1

7.3

46.2

41.9

44.5

46.9

50.9

25.4

29.5

26.1

28.6

24.8

14.3 8.1

5.8

5.4

0.5

0.5

1.3

0.8

0.5

16.4

15.6

15.6

13.2 3.3

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

22 道路網の便利さ、快適さ 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

14.3

14.2

14.5

16.4

20.9

26.9

26.3

27.8

27.5

25.9

28.9

31.5

31.7

32.0

30.0

20.1 7.7

5.0

1.9

1.8

1.7

1.2

2.1

21.8

19.5

20.5

19.0

4.8

2.3

1.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

23 鉄道・バスの便利さ 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

9.9

9.1

10.3

10.4

11.1

23.9

23.6

25.0

24.0

23.5

30.0

30.4

33.2

32.9

30.6

28.6 6.5

1.0

1.4

1.7

1.2

1.6

30.7

29.5

25.9

31.4

2.5

1.9

4.2

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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24 地震災害対策 

 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

14.8

16.4

15.8

17.2

20.4

50.8

52.9

52.6

57.7

55.8

17.9

18.5

18.3

15.7

15.4

7.7 7.5

5.4

5.6

1.3

1.0

1.7

1.3

2.2

5.8

6.0

5.8

3.7

2.6

2.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

25 消防・救急体制 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

5.3

5.2

7.4

5.2

5.3

32.4

33.0

36.6

36.3

36.7

43.4

44.5

40.3

44.2

46.4

7.8

8.5

8.7

9.1

7.0

8.0

5.5

3.1

3.3

2.4

3.1

1.9

2.8

4.5

2.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

26 犯罪からまちを守る 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

15.7

17.0

22.1

23.0

26.4

47.8

48.8

48.9

52.5

51.2

20.1

19.8

16.1

15.3

14.2

6.8 7.7

5.8

2.1

1.3

1.9

1.6

2.5

3.6

5.6

5.5

7.0

4.9

2.3

2.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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27 交通安全対策 

 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

17.7

18.7

23.1

23.6

26.1

51.3

51.0

49.5

52.3

51.9

15.8

16.7

15.0

13.1

13.7

5.6 7.8

5.8

2.0

2.1

3.1

1.8

1.9

3.6

6.5

4.5

5.8

4.8

2.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

28 安全で豊かな消費生活 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

16.7

18.4

21.0

19.0

24.0

56.7

54.9

50.5

54.5

55.5

12.9

14.3

15.5

16.1

12.5

8.3

6.2

1.1

1.9

2.1

1.1

1.5 3.6

7.4

6.5

5.2

3.5

4.4

1.9

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29 農林業の活性化 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

5.3

6.4

7.7

6.6

8.9

67.4

67.9

67.2

69.7

69.6

11.4

13.1

13.0

14.1

11.8

5.2 9.4

6.4

6.1

1.1

0.6

0.8

1.1

1.3

5.0

5.2

6.0

5.3 3.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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30 先進企業を核とした地場産業の活性化 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

14.8

18.7

20.5

22.8

18.7

58.9

58.3

53.6

54.7

59.0

10.6

10.1

11.7

12.9

14.2

10.1

7.5

7.5

1.4

1.9

3.3

1.6

1.4 4.2

3.8

3.4

3.8

3.6

3.2

4.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

31 にぎわいのある商業地づくり 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

4.5

4.9

4.4

5.2

6.3

40.2

39.4

39.4

37.2

37.5

29.0

29.8

31.0

34.0

35.2

17.3 8.0

6.1

5.9

1.1

0.4

0.8

0.5

0.4

19.4

18.5

20.1

17.9 2.7

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

32 新たな観光地づくり 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

5.0

5.7

5.4

6.8

6.7

53.8

55.4

54.7

55.3

55.6

20.5

20.5

21.5

22.2

23.0

10.6 8.9

6.2

6.5

1.1

1.0

1.4

0.9

1.2

11.2

10.6

11.7

10.0 3.6

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答 
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33 裾野市の全国に向けたアピール 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

7.8

7.2

11.0

52.1

53.2

50.1

51.0

51.8

20.8

21.1

23.0

25.0

22.1

14.2 8.4

5.8

5.5

1.2

0.8

1.1

1.0

1.0 3.6

4.9

14.0

12.4

12.7

10.8 3.2

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

34 時代に対応した情報の発信 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

7.4

8.2

9.7

8.1

12.3

56.4

56.9

56.3

60.6

58.9

17.4

18.7

19.5

20.4

19.3

8.0 9.7

7.2

6.7

0.8

0.5

1.0

0.7

1.1

8.2

6.8

7.3

5.4 3.3

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35 市民と行政の協働によるまちづくり 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

7.4

8.2

10.1

8.2

11.5

55.4

53.9

54.4

58.3

61.5

17.7

20.1

20.6

20.9

17.3

9.4 9.4

7.0

6.7

0.7

0.6

0.9

0.5

0.6

6.0

8.6

7.3

10.2

3.3

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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36 男女共同参画社会 

 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

6.2

8.0

9.1

8.6

10.1

67.8

67.3

67.1

72.4

73.2

10.2

13.3

12.7

11.6

10.5

5.1 9.5

6.9

6.6

0.6

0.7

0.8

0.6

1.2

3.9

3.5

3.6

2.5

3.1

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

37 市民のための行政サービス 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

12.5

14.5

17.6

17.1

21.7

47.0

44.8

44.3

47.9

50.8

19.6

22.8

21.6

20.9

17.3

11.8 7.8

5.6

5.5

1.5

1.5

1.6

0.9

1.3

11.4

9.4

10.0

5.7 3.0

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

38 健全な財政運営 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

10.4

14.0

18.6

22.1

20.0

54.1

49.7

49.1

48.6

55.6

15.6

17.3

16.1

13.7

15.3

9.6 8.8

6.1

6.1

1.0

4.1

2.8

1.6

1.6

5.4

8.3

7.3

11.3

2.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足 まあ満足 どちらともいえない やや不満 不満 無回答
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（２）裾野市の取り組みに対する重要度 

１ 心身ともに健康で充実した生活を送る 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

51.4

41.8

53.9

56.9

54.5

36.4

48.3

36.8

36.5

36.3

7.8

6.2

6.3

6.6

4.3

3.7

2.9

2.6

3.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 必要な時に適切な医療が受けられる 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

66.8

60.7

69.9

76.8

72.7

23.5

31.0

23.4

19.2

20.9

8.1

6.3

5.7

5.7

1.6

2.0

1.1

1.0

0.7

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

３ スポーツを習慣にした生活を送る 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

14.9

11.7

13.5

12.8

12.2

47.1

47.9

52.6

51.3

51.1

27.9

30.8

27.3

32.1

30.3

10.1

9.6

6.6

6.3

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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４ 高齢者が自立して元気に生き生き暮らす 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

43.6

38.7

45.4

43.8

46.3

43.5

48.7

43.4

49.1

43.0

5.0

8.6

7.5

6.3

6.4

4.3

4.9

4.3

4.0

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

５ 障害のある人の社会参加と自立 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

36.6

31.2

33.4

33.8

33.5

47.8

54.3

53.7

57.5

54.5

5.3

6.1

5.6

5.5

5.6

10.4

8.4

7.3

6.4

3.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

６ 地域住民が共に支えあって暮らす 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

32.2

30.4

36.9

34.1

33.9

50.2

54.7

49.8

55.0

52.6

9.0

7.9

6.9

8.4

7.2

8.6

7.0

6.3

6.3

2.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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７ 安心して子育てと就労が両立できる 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

45.7

43.2

43.7

50.7

51.6

39.2

43.1

44.6

42.2

37.7

5.2

5.0

9.9

8.8

7.1

6.8

4.6

3.9

3.5

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

８ 人間性豊かな子どもを育てる教育 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

55.2

55.0

56.6

59.5

56.1

32.5

35.0

33.3

34.2

35.1

9.3

7.6

6.9

6.4

3.0

2.3

3.2

2.4

2.4

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

９ 生涯学習や文化活動の機会や場所 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

18.5

16.6

17.6

14.7

14.5

54.9

54.5

58.4

62.7

59.4

16.7

21.1

16.8

18.8

19.5

9.9

7.9

7.2

6.6

3.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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10 次世代を担う健全な青少年を育てる 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

46.4

45.2

46.7

46.7

43.3

39.1

43.2

42.0

45.2

45.5

9.8

7.5

6.7

6.3

4.6

4.2

4.6

4.7

4.9

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

11 地域コミュニティ活動の活発化 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

15.0

12.6

14.4

13.4

11.8

54.6

56.2

58.7

60.3

60.3

20.3

23.3

19.8

22.6

21.7

10.1

8.0

7.1

6.3

3.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

12 恵まれた自然景観の活用 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

26.5

23.3

24.9

24.3

26.5

49.4

56.0

54.8

57.5

55.3

14.9

13.5

13.3

15.1

12.4

9.3

7.2

6.9

5.9

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答 
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13 ごみ不法投棄や公害への対策 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

53.0

46.5

51.1

47.5

43.8

36.4

45.0

40.4

46.9

50.4

8.1

6.4

6.5

2.5

2.1

2.0

2.6

1.9

3.9

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

14 リサイクル活動 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

39.5

32.4

34.8

35.6

33.5

46.9

55.9

53.5

55.6

56.7

5.0

5.4

6.0

5.1

8.6

7.4

6.3

4.3

4.6

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

15 身近な緑の環境 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

35.9

31.3

35.0

32.2

33.4

49.7

53.2

53.2

57.4

54.6

5.5

7.5

5.3

7.4

6.8

8.9

8.0

6.5

5.2

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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16 きれいな川を守り、水に親しむ 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

38.9

35.4

38.2

37.9

37.4

46.6

52.0

50.6

52.9

51.9

6.2

5.5

6.5

6.2

8.3

7.0

6.4

4.8

4.5

2.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

17 山や川の災害を防ぐ 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

44.6

42.7

52.3

48.8

47.6

43.5

45.9

38.9

44.9

44.2

8.7

8.0

6.3

3.1

3.4

2.6

3.3

3.8

4.4

2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

18 上・下水道事業 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

35.1

31.4

39.0

35.4

32.0

49.0

53.6

47.9

54.2

56.7

6.8

7.6

6.4

7.0

6.9

9.2

7.5

6.7

4.4

3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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19 裾野の顔となる拠点市街地の整備 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

26.4

23.9

26.2

27.6

21.8

45.2

45.8

49.5

50.5

51.5

19.6

22.8

17.3

18.8

22.0

8.7

7.5

6.9

4.7

3.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

20 誰もが住みやすい住環境の整備 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

33.5

30.8

36.0

37.1

33.8

51.3

55.4

51.7

53.6

55.3

6.4

6.9

6.6

6.2

6.3

8.8

6.9

5.7

3.1

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

21 適切な土地利用がされている 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

22.0

20.4

20.2

22.2

19.4

51.0

53.6

55.5

57.0

58.5

16.9

17.8

16.5

17.4

17.3

10.1

8.3

7.8

4.8

3.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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22 道路網の便利さ、快適さ 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

32.3

31.1

33.3

36.2

32.8

48.3

50.2

52.0

51.9

52.9

10.6

10.7

7.9

8.9

9.4

8.8

8.0

6.9

5.0

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

23 鉄道・バスの便利さ 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

32.3

27.6

31.3

34.8

33.5

46.4

50.1

51.3

51.0

49.0

12.5

15.4

11.1

11.2

13.2

8.8

6.9

6.3

4.3

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

24 地震災害対策 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

57.8

47.7

54.8

54.4

54.3

31.2

42.3

36.0

39.4

39.8

8.1

6.9

6.6

2.9

3.0

2.6

3.2

1.9

2.9

3.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 

82 



 
25 消防・救急体制 

 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

56.0

51.0

57.9

58.2

55.9

33.2

40.7

34.0

37.0

38.2

8.8

6.8

6.3

1.4

1.6

1.7

1.5

2.0

3.2

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

26 犯罪からまちを守る 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

57.3

53.5

55.8

58.6

53.8

33.3

38.6

36.0

37.0

40.9

7.8

6.2

6.4

1.6

1.7

1.8

1.7

1.2

2.7

4.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

27 交通安全対策 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

44.6

39.8

44.6

45.0

39.4

44.2

50.0

46.4

49.2

52.9

8.2

6.8

6.2

2.9

3.5

2.9

2.8

3.4

3.0

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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28 安全で豊かな消費生活 

 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

24.9

24.0

32.4

37.9

27.9

54.7

55.6

54.4

52.7

58.2

10.9

12.4

6.6

6.7

9.1

9.4

8.0

6.6

2.7

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

29 農林業の活性化 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

14.7

13.8

16.7

17.9

16.3

50.3

50.3

54.1

56.3

58.9

25.6

28.2

20.8

21.1

19.9

9.4

7.8

8.4

5.0

4.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30 先進企業を核とした地場産業の活性化 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

16.9

15.3

17.9

20.6

16.6

51.5

53.7

56.6

57.4

59.4

21.6

22.4

16.4

16.4

19.0

9.9

8.7

9.1

5.5

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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31 にぎわいのある商業地づくり 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

21.6

18.6

19.8

23.5

22.3

47.6

50.3

54.4

55.2

52.7

22.1

23.7

17.4

16.4

20.4

8.7

7.4

8.3

4.9

4.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

32 新たな観光地づくり 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

14.6

11.1

14.0

16.7

13.2

39.2

37.3

44.6

41.7

41.8

36.9

44.1

33.0

36.9

40.5

9.3

7.5

8.4

4.6

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

33 裾野市の全国に向けたアピール 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

15.7

13.0

15.9

16.1

13.9

37.5

38.0

43.1

43.7

43.3

37.5

41.7

33.5

35.9

38.0

9.3

7.4

7.5

4.8

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答 
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34 時代に対応した情報の発信 

 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

15.3

11.9

14.6

14.8

12.8

49.6

53.7

56.3

56.7

58.8

25.2

26.2

20.5

23.3

23.5

9.9

8.2

8.5

5.2

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

35 市民と行政の協働によるまちづくり 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

18.5

19.1

20.5

20.5

18.8

55.0

56.5

58.3

60.4

60.6

16.5

16.0

13.7

14.3

16.1

10.0

8.4

7.5

4.8

4.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

36 男女共同参画社会 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

12.6

10.7

12.4

10.8

10.0

50.9

48.4

51.8

54.8

56.0

26.4

32.6

27.3

29.0

29.1

10.1

8.2

8.5

5.4

5.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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37 市民のための行政サービス 

 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

29.7

27.6

32.9

34.4

29.3

52.5

55.8

52.7

53.4

58.8

9.3

9.5

7.2

7.9

7.5

8.5

7.1

7.2

4.3

4.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

38 健全な財政運営 
 
 

N =

平成17年 1252

平成18年 1154

平成19年 1326

平成20年 2049

平成21年 1292

44.8

43.8

51.5

54.6

52.6

40.1

43.8

37.1

37.3

40.3

6.0

5.4

9.1

6.9

7.1

4.3

3.9

2.7

4.2

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%

とても重要 重要 それほどでもない 無回答
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２ 単純集計表 
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３ 調査票 
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